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令和３年第３回府中町議会定例会 

会 議 録（第１号） 

 

１．開 会 年 月 日     令和３年６月２５日（金） 

２．招 集 の 場 所     府中町議会議事堂 

３．開 議 年 月 日     令和３年６月２５日（金） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

４．出席議員（１８名） 

   議長  益 田 芳 子 君    副議長  児 玉 利 典 君 

   １番  川 上 翔一郎 君     ２番  宮 本   彰 君 

   ３番  西 山   優 君     ４番  狩 野 雄 二 君 

   ５番  坂 田 栄 一 君     ６番  田 中 伸 武 君 

   ７番  山 口 晃 司 君     ８番  二 見 伸 吾 君 

   ９番  梶 川 三樹夫 君    １０番  西   友 幸 君 

  １１番  寺 尾 光 司 君    １２番  力 山   彰 君 

  １３番  三 宅 健 治 君    １４番  齋 藤   昇 君 

  １６番  橋 井   肇 君    １８番  木 田 圭 司 君 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

５．欠席議員（０名） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

６．付議事件 

  １ 会議録署名議員の指名 

  ２ 会期の決定 

  ３ 諸報告 

    （１）議長報告 

    （２）常任委員会委員長報告 

    （３）議会運営委員会委員長報告 

    （４）議会報特別委員会委員長報告 

    （５）監査委員報告 

    （６）後期高齢者医療広域連合議会議員報告 
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  ４ 町長報告 

   ・行政報告 

   ・報告第 ４号 予算の繰越明許の報告について（一般会計） 

   ・報告第 ５号 予算の繰越明許の報告について（介護保険特別会計） 

   ・報告第 ６号 予算の繰越しの報告について（下水道事業会計） 

   ・報告第 ７号 専決処分の報告について 

   ・報告第 ８号 専決処分の報告について 

   ・報告第 ９号 府中町土地開発公社の経営状況について 

  ５ 報告第１０号 専決処分の承認について 

  ６ 報告第１１号 専決処分の承認について 

  ７ 報告第１２号 専決処分の承認について 

  ８ 第２５号議案 令和３年度府中町一般会計補正予算（第２号） 

  ９ 第２６号議案 府中町税条例の一部改正について 

 １０ 第２７号議案 府中町手数料条例等の一部改正について 

 １１ 第２８号議案 府中町国民健康保険税条例及び府中町介護保険条例の一部改正 

           について 

 １２ 第２９号議案 府中町交通安全対策会議条例の一部改正について 

 １３ 第３０号議案 工事請負契約の締結について 

 １４ 第３１号議案 工事請負契約の締結について 

 １５ 第３２号議案 財産の取得について 

 １６ 第３３号議案 財産の取得について 

 １７ 第３４号議案 町道路線の認定について 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

７．説明のため会議に出席した者 

      町 長   佐 藤 信 治 君 

      副 町 長   齋 藤 哲 也 君 

      教 育 長   新 田 憲 章 君 

      総 務 企 画 部 長   増 田 康 洋 君 

      財 務 部 長   胡 子 幸 穂 君 

      福 祉 保 健 部 長   山 西 仁 子 君 
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      町 民 生 活 部 長   金 光 一 隆 君 

      建 設 部 長   井 上 貴 文 君 

      消 防 長   新 宅 和 彦 君 

      教 育 部 長   榎 並 隆 浩 君 

      総 務 企 画 部 参 事   屋 敷   学 君 

      総務企画部次長兼総務課長   森 本 雅 生 君 

      財 務 部 次 長 兼 財 政 課 長   中 本 孝 弘 君 

      福祉保健部次長兼福祉課長   長 西 弘 子 君 

      生活環境部次長兼自治振興課長   谷 口 充 寿 君 

      建 設 部 次 長 兼 建 築 課 長   川 口 正 幸 君 

      政 策 企 画 課 長   土 井 賢 二 君 

      情 報 管 理 課 長   藤 永 政 己 君 

      管 財 課 長   宮 迫 五 郎 君 

      税 務 課 長   藤 田 正 明 君 

      子 育 て 支 援 課 長   金 本 智 巳 君 

      健 康 推 進 課 長   塩 月 久美子 君 

      高 齢 介 護 課 長   宮 脇 理 恵 君 

      環 境 課 長   小 路 和 司 君 

      下 水 道 課 長   原 田   司 君 

      都 市 整 備 課 長   礒 亀   智 君 

      区 画 整 理 課 長   岡 村 紀 行 君 

      維 持 管 理 課 長   谷 口 洋 二 君 

      警 防 課 長   松 田 和 将 君 

      教 育 委 員 会 総 務 課 長   岩 﨑 雅 男 君 

      学 校 教 育 課 長   立 花 淑 子 君 

      社 会 教 育 課 長   山 本 進 一 君 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

８．職務のため会議に出席した者 

      議 会 事 務 局 長   森     太 君 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
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９．議事の内容 

（開会 午前 ９時３０分） 

○議長（益田芳子君） 皆さん、おはようございます。 

  ただいまの出席議員は１８名で定足数に達しておりますので、議会は成立いたして

おります。よって、令和３年第３回府中町議会定例会を開会いたします。 

（開議 午前 ９時３０分） 

○議長（益田芳子君） 直ちに本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程でございますが、お手元に配付いたしております日程で会議を進め

てまいりたいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） 御異議なしと認めます。よって、議事日程のとおり会議を進め

ることと決定いたしました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（益田芳子君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  本日は、１２番力山議員、１３番三宅議員を指名いたします。よろしくお願いいた

します。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（益田芳子君） 日程第２、会期の決定を議題に供します。 

  本定例会の会期につきましては、案としてお手元に配付しておりますとおりです。 

  それでは、お諮りいたします。 

  本定例会の会期は、本日から６月２９日までの５日間といたしたいと思いますが、

御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） 御異議ないようでございますので、本定例会の会期は、本日か

ら６月２９日までの５日間と決定いたしました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（益田芳子君） 日程第３、諸報告に入ります。 

  まず、議長報告を行います。 

  ３月定例会議会以降は、４月２３日に広島県町議会議長会定例会が開催され、役員

選任が行われました。その結果、会長に海田町議会の桑原公治議長、副会長に安芸太
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田町議会の中本正廣議長、幹事に熊野町議会の大瀬戸宏樹議長がそれぞれ選任をされ

ました。 

  なお、例年東京で行われます全国町村議長会の研修会は、中止となりました。また、

８月２５日に予定されていました広島県町議会議長会議員研修も中止となりました。 

  次に、安芸郡４町の町議会議長連絡協議会から５月１９日付で報告があり、昨年度

は新型コロナウイルス感染症の拡大の中、事業が実施できなかったので、今年度も引

き続き海田町が会長と事務局を持つこととなりました。 

  次に、５月２４日に、安芸地区衛生施設管理組合議会の全員協議会が開催されてお

ります。こちらでは、安芸衛生センター整備の方針について協議が行われました。 

  また、全員協議会終了後に、臨時議会が開催され、安芸クリーンセンター中央監視

システム耐震強化工事の請負契約の締結について決定をいたしております。 

  詳細につきましては、この後、町長から行政報告がありますので、省略をさせてい

ただきます。 

  以上で、議長報告を終わります。 

  次に、各委員会の委員長報告を行います。 

  総務文教委員会、木田委員長、お願いします。 

○１８番（木田圭司君） 皆さん、おはようございます。総務文教委員会の報告をさせ

ていただきます。 

  ３月定例会以降、３月３０日と４月２６日に委員会を、また６月１４日に委員会と

協議会を開催しております。 

  ３月３０日の委員会におきましては、委員から提出のあった事務調査申出書により、

府中東小学校のトイレ改修とエレベーター設置予定箇所及び府中中学校のプール附属

棟の状況について、現地踏査を行っております。 

  次に、４月２６日の委員会におきましては、開会前に異動に係る課長級以上の職員

の紹介を受け、学校教育に関する事務調査として、年度当初の児童・生徒数の報告を

受けました。また、社会教育に関する事務調査として、府中町スポーツ推進計画につ

いて説明を受けております。 

  この計画については、議員の皆様にも配付をいたしております。 

  続いて、６月１４日の委員会におきましては、町長、教育長からの報告を受けたの

ち、重要施策の総合企画に関する事務調査として、府中町国土強靭化地域計画の説明
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を受けております。 

  この計画につきましては、理事者から各議員へ配付があったと思います。 

  その後、協議会を開会し、今定例会に向けた議案等の概要説明を受けております。 

  なお、本会議から当委員会への付託議案はございませんでした。 

  以上、簡単ではございますが、総務文教委員会の報告を終わります。ありがとうご

ざいました。 

○議長（益田芳子君） 厚生委員会、山口委員長、お願いします。 

○７番（山口晃司君） 皆さん、おはようございます。厚生委員会の報告をさせていた

だきます。 

  令和３年３月定例会以降、令和３年４月２７日に委員会を、６月１５日に委員会並

びに協議会を開催しております。 

  ４月２７日の委員会では、社会福祉に関する事務調査として、第６期府中町障害福

祉計画・第２期府中町障害児福祉計画の概要について、高齢者福祉計画・第８期介護

保険事業計画の概要について説明を受けました。 

  また、生活環境に関する事務調査として、府中町下水道事業経営戦略について、令

和３年度主要工事執行計画（下水道事業会計）について、下水道事業会計分の工事請

負契約の締結及び工事請負変更契約の締結の報告について説明を受けました。 

  ６月１５日の委員会では、生活環境に関する事務調査として、下水道事業会計分の

工事請負変更契約の締結の報告について説明を受けました。 

  そのほか、６月定例会前ということで、協議会に切り替えて提出予定の案件につい

て説明を受けております。 

  なお、本会議から当委員会への付託議案はございませんでした。 

  以上で、厚生委員会の報告を終わります。 

○議長（益田芳子君） 建設委員会、西委員長、お願いします。 

○１０番（西 友幸君） 皆さん、おはようございます。 

  令和３年３月定例会以降、６月１６日に委員会並びに協議会を開催しております。 

  ６月１６日の委員会では、山陽本線連続立体交差及び向洋駅周辺再整備事業に関す

る事務調査に関し、工事請負変更契約の締結の報告として、向洋駅周辺土地区画整理

事業区域内の街区整備工事の変更契約について報告がありました。変更理由は、今回

施工範囲の青崎池尻線と既設道路のすりつけに伴い、表面排水を適所に処理するため、
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舗装面積を約４０平方メートル広げて施工し、建物基礎撤去工事を追加するに当たっ

て、地下埋設物の移設が必要となり、工期を令和３年８月末まで延長するためです。

なお、契約金額は４１万５，８００円の増額となり、工事費全体で１，９１１万

５，８００円となりました。 

  また、６月定例会前であるため協議会に切り替え、６月の定例会に向けた案件の概

要説明を受けております。 

  なお、本会議から当委員会への付託議案はございませんでした。 

  報告は以上です。どうもありがとうございました。 

○議長（益田芳子君） 議会運営委員会、梶川委員長、お願いします。 

○９番（梶川三樹夫君） 皆さん、おはようございます。議会運営委員会の報告をさせ

ていただきます。 

  令和３年３月定例会以降は、４月２日、５月３１日と一昨日の６月２３日の３回、

議会運営委員会を開催しております。 

  ４月２日の委員会は、本定例会へ提出する会議規則の一部改正の審議、新型コロナ

ウイルス感染症対策としての議会運営基準の中の、行政視察の見合せについての審議

を行いました。行政視察については、当分見合せを行うことになりました。これは、

各常任委員会委員長からお話をいただいていると思います。 

  また、田中委員から、会議録音データの開示ということで調査の申出があり、審査

をいたしましたが、昨年１１月１２日に議長の諮問により行われた当委員会の結論と

同様、申し合わせどおり議会報特別委員会の委員が議会報の作成のため必要なときだ

け、聞くことができる運用とすると結論をしております。  

  ５月３１日の委員会では、会議のインターネット配信についてということで審議を

行い、配信はユーチューブにより行うこと、国の令和３年度における新型コロナウイ

ルス感染症対策地方創生臨時交付金の実施事業として申請することを決定しておりま

す。  

  また、田中委員から、質疑、討論、採決の在り方についてということで本年２月

１９日に行われた全員協議会において、地方自治法や当町の会議規則に反する運営が

あった可能性があるとの調査申出があり、審議の結果、法や規則に違反する運営はな

かったと結論をしています。  

  ３回目の、６月２３日の委員会においては、今定例会について会期の決定等を行い、
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また、田中委員から提出のありました別室傍聴など不親切対応の是正の調査申出につ

いて審議を行いました。いろいろ御意見がありましたが、最終的に議論が分かれて、

議事進行もありましたので採決をしましたところ、否決という結果でした。ゆえに、

現在の別室傍聴は妥当と結論をしています。  

  以上、議会運営委員会委員長報告を終わります。ありがとうございました。 

○議長（益田芳子君） 議会報特別委員会、二見委員長、お願いします。 

○８番（二見伸吾君） おはようございます。議会報特別委員会の報告をさせていただ

きます。 

  ３月定例会以降、議会報特別委員会は、３月１６日の定例会閉会後、３月２９日、

４月１３日、昨日６月２４日の４回開催をしております。 

  ３月１６日の委員会では、議会だより第１６１号の執筆者や発行までの日程を確認

をいたしました。 

  ３月２９日の委員会では、原稿の校正と写真調整を、４月１３日の委員会では、初

校により、見出しや記事内容などを校正をいたしました。また、一般質問の本文に使

用するフォントについて検討した結果、次号、８月に出します第１６２号から現在の

明朝体からＵＤフォント新丸ゴに変更することに決定いたしましたので、報告いたし

ます。 

  ＵＤフォント新丸ゴというのは、広報ふちゅうが本文に使用しています。丸ゴとい

うのは丸ゴシックの略であります。ですから、広報ふちゅうを見ていただければどの

ようなものか分かります。 

  昨日６月２４日の委員会では、今定例会の内容をお知らせする議会だより第

１６２号の編集に向けて、執筆者の決定や発行までの日程調整について協議いたしま

した。 

  以上で、議会報特別委員会の報告を終わります。 

○議長（益田芳子君） 次に、監査委員報告をお願いします。 

  力山監査委員。 

○１２番（力山 彰君） 皆さん、おはようございます。監査委員報告をさせていただ

きます。 

  地方自治法第２３５条の２第１項の規定に基づく例月出納検査ですが、令和３年

２月分を３月２２日に、３月分を４月２０日に、４月分を５月２１日に、代表監査委



- 9 - 

員土井精二並びに監査委員力山彰の両名で実施いたしました。 

  検査の結果につきましては、お手元に配付しております資料のとおり、いずれも現

金の出納事務は適正に処理されていることを認めました。 

  また、下水道事業企業会計に関しましては、合計残高試算表、日計表、下水道使用

料等収納状況一覧表、仕訳日計表、総勘定元帳の内容も確認しております。 

  次に、住民監査請求書の提出がありましたので、報告をいたします。 

  令和３年５月２８日に地方自治法第２４２条第１項の規定による監査請求がありま

した。こちらは、議員の皆さんにもお知らせしたとおりでございます。請求につきま

しては、監査委員両名で要件審査を行い、受理を決定し、現在監査中です。 

  今後は、地方自治法の規定に基づき、期限である令和３年７月２７日までに監査結

果の決定などを行うことになります。 

  以上で、監査委員報告を終わります。 

○議長（益田芳子君） 次に、広島県後期高齢者医療広域連合議会議員報告をお願いし

ます。 

  山口議員。 

○７番（山口晃司君） 広島県後期高齢者医療広域連合議会議員報告をさせていただき

ます。 

  令和３年３月定例会以降は、広島県後期高齢者医療広域連合議会は開催していませ

んので、報告事項はございません。 

  以上で報告を終わります。 

○議長（益田芳子君） 以上で全ての報告を受けましたので、各報告に対する質問に入

ります。 

  まず、議長報告に対して質問のある方。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） ないようでございますので、次に参ります。 

  総務文教委員会委員長報告に対して質問のある方。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） ないようでございますので、次に参ります。 

  厚生委員会委員長報告に対して質問のある方。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（益田芳子君） ないようでございますので、次に参ります。 

  建設委員会委員長報告に対して質問のある方。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） ないようでございますので、次に参ります。 

  議会運営委員会委員長報告に対して質問のある方。 

  田中議員におかれましては、議会運営委員会に所属されておられますが、その旨、

お分かりのことと思いますが、質疑されますでしょうか。 

  田中議員。 

○６番（田中伸武君） 私も議運のメンバーの１人として出席しておったので、おった

からこそ先ほどの委員長報告に質問したいんですけども、委員長報告で先ほどの表現

は、私の申出に対して、別室傍聴をどう改めるかと、いろんな議論があったけど分か

れたと、最後に、ゆえに現在の別室傍聴は妥当と結論づけましたと報告があったと聞

いたんですが、出席していたからこそ分かりますけども、メンバー全員、決して今の

別室傍聴が妥当である、よろしいという結論をしたわけではなくて、これをどう改め

るかというところの議論があって、本会議場使えばいいんじゃないかとか、あるいは

さらに継続審査すればいいんじゃないかと、あるいはモニターのカメラを入れたらい

いじゃないかと、そういう議論があって、どう改めるかが結局結論づけられずに否決

となったわけでありまして、別室傍聴そのものが妥当である、そういう結論であると

いうわけではなかったと私は思っております。町民の皆さんに、本当に不都合という

か御不便をかけておる別室傍聴を議会が積極的に認めたという結論ではないので、そ

の点は表現のニュアンスがちょっと違うんじゃないかという意味で確認です。議会が

決して別室傍聴を、町民の皆さんに不便をかけていることを妥当だと認めたわけでは

ないということを改めて御確認願いたいと思って質問しています。よろしくお願いし

ます。  

○議長（益田芳子君） ６番田中議員、先ほど言われました質問ですけども、それはど

ういったことの質問でしょうか。少し分かりづらいんですが、内容が少し分かりかね

るんですが。 

○６番（田中伸武君） 内容というのはどういう内容ですか。 

○議長（益田芳子君） 質問の内容です。 

○６番（田中伸武君） 質問の１つは、委員長報告でさっきありましたよね、ゆえに現
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在の別室傍聴は妥当と結論づけましたという委員長報告があったんですが、この現在

の別室傍聴は妥当という結論を出したわけではないと私は見ておるので、この表現は

誤解を招くんじゃないかと、その辺を、議会の本意は町民の不便を認めたわけではな

いんだよと、委員会の報告としては否決したのは、あくまでどうやって改善するかの

ところがまとまらなかったわけで、改善しなければいけない別室傍聴そのものが妥当、

つまり適正であって、別室傍聴している現状が非常にいいことなんだというふうに、

町民の皆さんの不便がいいことだというふうに議会が認めたわけではないと、そこら

がこの表現だと誤解を招くので、改めて確認しておいたほうがいいんじゃないかとい

う質問です。つまり、内容としてはそういう質問です。議長も御出席なさっとったか

ら分かると思うんですけども、内容についてはそういうことで、だから議運の委員長

に質問したいのは、実際の議論の中身と先ほどの報告ではずれがあるんではないです

か、それは僕はきちっと確認して正したほうがいいんじゃないかという思いを持って、

ちょっと実際の議論と先ほどの報告は違うんじゃないですかという質問であります。 

○議長（益田芳子君） 議会運営委員長、梶川委員長。 

○９番（梶川三樹夫君） 田中委員さんのほうから調査の申出書があったので審議をい

たしました。それで、今でも一つは、委員長の権限で傍聴を認めることはできるわけ

です。それを、もう絶対拒否しているという立場ではないと思います。だから各委員

長が、今日はスペースがあるし人数も少ないので入れていいよということになれば、

委員長の権限で入れることができるというのが現状であると思います。まあ、今まで

あんまり傍聴がなかったものですからほとんど入ることはなかったと思いますけども、

また、もう一つは環境整備という、やっぱり物理的にちょっと狭いところもあるので、

それをどうするかという問題も出ましたけども、そういう環境整備もこれからは必要

なのではという御意見も出ましたので、そこらも含めて今後また私も考えていきたい

と思っておりますが、一応、昨日の段階では多数決を採って否決ということになって

おります。 

  以上です。 

○議長（益田芳子君） よろしいでしょうか。 

  ６番田中議員。 

○６番（田中伸武君） 分かりました。今の梶川委員長の補足説明によってよく分かり

ました。議会が、決して別室傍聴を妥当だと積極的に認めているのではないという意
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味の補足説明だということがよく分かりましたので、ありがとうございました。 

○議長（益田芳子君） ここで、議員の皆様に申し上げます。所属委員会の議事は御自

分で御理解いただいて本会議へ望んでいただき、議会の円滑な運営に御協力をよろし

くお願い申し上げます。 

  続きまして、議会報特別委員会委員長報告に対して質問のある方。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） ないようでございますので、次に参ります。 

  監査委員報告に対して質問のある方。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） ないようでございますので、次に参ります。 

  広島県後期高齢者医療広域連合議会議員報告に対して質問のある方。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） ないようでございますので、以上をもって諸報告を終わります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（益田芳子君） 日程第４に入る前に、しばらく休憩いたします。１０時１０分

から再開いたします。 

（休憩 午前 ９時５７分） 

 

（再開 午前１０時１０分） 

○議長（益田芳子君） 休憩中の議会を再開します。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（益田芳子君） 日程第４、町長報告を行います。 

  最初に、行政報告からお願いします。 

  町長。 

○町長（佐藤信治君） 皆様、おはようございます。 

  本定例会は、本日から２９日火曜日までの５日間の日程ということでございます。

どうかよろしくお願いをいたします。 

  また、本議会中に一般会計の補正予算、コロナ関係での補正予算でございますが、

追加して第３号を提出させていただくことになります。あわせまして、よろしくお願

いをいたします。 
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  それでは、町長報告、行政報告ですが、常任委員会では２件と申し上げましたが、

本日、国から令和２年国勢調査の人口速報が公表されましたので、これを１件追加し

まして、３件の報告をいたします。 

  まず、報告の１件目は、安芸地区衛生施設管理組合議会臨時会等の報告です。 

  去る５月２４日に、当組合の臨時会及び議員全員協議会が開催されました。臨時会

は議題１件で、安芸クリーンセンター中央監視システム耐震強化工事の工事請負契約

の締結であります。 

  安芸クリーンセンターは、安芸郡４町の一般廃棄物、可燃ごみを処理する施設とし

ての役割を順調に果たしておりまして、近年では、災害廃棄物の受入れ、処理という

役割も担っております。他方、今日、自然災害の激甚化・頻発化が危惧されておると

ころでありまして、これらの災害に対する施設の強化が求められているところであり

ます。本工事は、施設の中枢である中央監視制御装置の耐震強化等をするものであり

ます。 

  請負金額は２億６，４００万円、請負者は神戸市中央区株式会社神鋼環境ソリュー

ション、工期は議決の日、令和３年５月２４日でありますが、から令和４年３月

３１日までということでありまして、原案どおり可決をされました。 

  次に、全員協議会ですが、協議事項は安芸衛生センター施設整備方針及び地元対策

費についてであります。  

  安芸衛生センターは、広島市の一部と安芸郡４町のし尿及び浄化槽汚泥を処理する

施設で、昭和５７年に竣工した施設であるため、老朽化等に対する対応策を検討して

きたところであります。  

  組合から提示された対応策は、安芸衛生センターからし尿及び浄化槽汚泥、以下し

尿等と申し上げますが、を広島市南区向洋沖町にある広島県太田川流域下水道の終末

処理場である東部浄化センターで処理するもので、その搬送方法として、ケース１は、

陸上輸送する、ケース２は、海上輸送する、ケース３は、坂町の公共下水道管渠に投

入する、これは坂町公共下水道から流域幹線を通じて同様に東部浄化センターへ流入

して処理をするというものであります。そして、ケース４は、現安芸衛生センターの

現在地に汚泥再処理センターを建設し、これまでどおり組合で自己処理をするという

４ケースを示されております。 

  これらを比較検討した結果、安定稼働、周辺環境の影響、現施設の処分、関連施設
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との連携、災害時の対策、関係機関との調整、そして施設整備費、維持費などの総合

評価において、坂町公共下水道に投入するケース３が最も優れているということで、

このケースで進めていくと、そういう合意が形成をされました。 

  また、地元対策費につきましては、クリーンセンター建設工事や長寿命化工事と同

様に、全体事業費の１５％以内で進めていくこととなりました。 

  以上が、安芸地区衛生施設管理組合議会臨時会等の報告であります。 

  ２件目は、例年御報告しているところでございますが。今年も５月３１日に出納閉

鎖となりましたので、令和２年度歳入歳出決算の見込みについて、御報告いたします。 

  令和２年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、その対策・支援のため

の施策を多岐にわたり実施したことから、一般会計の歳入・歳出ともに決算規模とし

ては過去最大となりました。 

  特に、国庫支出金については、新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえた、国に

よる定額給付金などの給付金事業及び地方の感染症対策の単独事業に充当すべく創設

されました新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を含めまして、前年度

比６０億９，４００万円の増加となりました。 

  当町の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の配分総額は５億

８，４００万円で、うち令和２年度で実施した感染症防止策及び町民への支援策に対

し４億円を充当しております。なお、残り１億８，４００万円につきましては、令和

２年度繰越予算及び令和３年度予算として、引き続き感染症対策事業費に充当してま

いります。  

  町税は、予算現額に対し、個人住民税が６００万円、法人町民税が５，２００万円

下回るなど、町税全体では予算現額を３，８００万円下回る７３億４，９００万円と

なりました。また、コロナウイルス感染症緊急経済対策における税制の特例措置によ

り、固定資産税等を８，１００万円減免をし、個人町民税等は７，２００万円を徴収

猶予として翌年度に繰越しとしております。  

  また、地方消費税交付金は消費税１０％が通年ベースとなったことから、前年度比

２億円の増加となり、さらに、歳入確保を図るために土地の売払い、２か所でありま

すが、を実施をいたしまして、財産収入において、前年度比８，３００万円の増加と

なりました。  

  歳入総額での、予算額に対する収入率は翌年度への繰越財源を除き、９３．７％と
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なりました。  

  歳出では、予算に計上したまちづくりへの取組を着実に実施するとともに、新型コ

ロナウイルス感染症対策・支援について、国の給付事業や県の支援策に対する負担金

事業のほか、町独自の事業継続等支援や困窮者支援、新しい生活様式を踏まえた環境

整備事業等を実施いたしました。  

  また、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を見据え、住民生活に直接影響の少な

い事業の縮小・延期に努め、歳出執行財源の留保を図りました。  

  その結果、翌年度への繰越額を除いた歳出総額では、予算額に対する執行率は

９２．４％となりました。  

  結果といたしまして、令和２年度一般会計歳入歳出予算は、歳入総額２２７億

８，５００万円、歳出総額２２４億１，６００万円で翌年度への繰り越すべき財源

６，０００万円を除き、３億９００万円の剰余金が生じる見込みになっております。  

  財政調整積立基金につきましては、取崩し額０円としまして、基金現在高は１３億

１，１００万円となります。前年度末に比較して、５００万円の増加となっておりま

す。  

  また、各特別会計及び下水道事業会計におきましても、適正な予算執行の結果、赤

字決算はありませんでした。  

  以上が、令和２年度の決算の見込みの概要でございます。  

  最後の３点目では、令和２年国勢調査速報値についてであります。  

  令和２年１０月１日を調査基準日として実施いたしました令和２年国勢調査に関し、

本日、国より速報値が公表されましたので御報告いたします。  

  言うまでもなく、国勢調査は５年に一度実施され、日本に住んでいる全ての人と世

帯を対象とする、国の最も重要な統計調査です。  

  国勢調査では、皆さん御承知のとおり、調査員をお引受けいただく方々の御協力が

なければ成り立たない事業でありますが、今回、町では、２４９名もの調査員の方々、

職務に当たっていただきました。  

  調査員の方々はもちろんのこと、町内会、民生委員児童委員など、関係各位には多

大な御尽力をいただきました。まずもって、お礼を申し上げたいと思います。  

  それでは、国が発表した速報値でございます。  

  広島県全体の人口は、２８０万１，３８８人で、前回調査から４万２，６０２人、
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１．５％減少し、世帯数は１２４万１，４８４世帯で、前回調査より３万５９世帯、

２．５％増加しています。  

  府中町の人口は、５万１，１９３人で、前回調査より１４０人、０．３％増加し、

世帯数は２万１，６７３世帯で、前回調査より５６４世帯、２．７％増加しておりま

す。  

  なお、前回調査より人口が増加した広島県内の市町は、広島市、東広島市、海田町、

そして府中町の４市町でございました。  

  また、今後、今年の１１月には国より確定値が公表される予定です。  

  報告は以上でございます。  

○議長（益田芳子君） ただいまの行政報告に対して質問のある方。 

  １０番西議員。 

○１０番（西 友幸君） 安芸クリーンセンターちょっと耐震工事をされるということ

で、その間のし尿処理並びにそういった廃材等の処分、それは耐震の工事内ではどう

いうことになるんでしょうか。ずっとそのまま続けながら耐震をやっていくというこ

とでしょうか。 

○議長（益田芳子君） 町長。 

○町長（佐藤信治君） 中央制御システムの耐震強化工事でございますので、安芸クリ

ーンセンターのごみの処理については継続して行っていくということと理解しており

ます。 

○議長（益田芳子君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

  ６番田中議員。 

○６番（田中伸武君） 同じく安芸衛管の問題で、もう一つのし尿処理を東部浄化セン

ターのほうに引っつける、いろいろ考えた中で、坂のとこで管を引っつけるというア

イデアになっている、何かすごいなと、ほいじゃったら何で今までやらんかったんか

いのみたいな気もするわけですけども、それと合わせて、その工事は結構コストもか

かるのかなと、工事の概算というか、何年かけてやるのかいうところが計画の整備方

針の中で出てるのなら、工事の規模等大ざっぱでいいですから知りたいのと、それに

関連するかどうか、全体費用の１５％以内で地元対策費を進めると、この地元対策い

うのは素人考えになると、坂から施設がなくなるわけだからむしろ地元対策としては
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要らんようになるんじゃないかいう気もちょっとするんですが、なぜパイプを広島市

のほうにぱっと引っつけることで地元対策が、しかも全体の１５％生じるのかなと思

って、その全体概要と対策費について分かる範囲で教えてください。 

○議長（益田芳子君） 答弁。 

  町長。 

○町長（佐藤信治君） 坂町公共下水道に投入するのは、今この安芸衛生センターのと

ころに坂町の公共下水道があるわけではないんです。坂町の公共下水道まで、まずは

安芸衛生センターでし尿、汚泥等を運んで、そこで希釈をさせて、それから管渠を造

って坂町の公共下水道につないでいくわけです。坂町の公共下水道は流域関連公共下

水道ですから、県の流域幹線につながってますので、そこを通じて東部浄化センター

に流入するということでございます。これが１点ですね。最初からということではな

くてです。 

  それから、工期は令和９年度供用開始を目指して進めたいという考えを示されてお

ります。 

  それから、事業費なんですけど、今申し上げました坂町公共下水道に投入する事業

費だけ、一番安いですけど、ちょっとトータルの計がありませんので項目ごとに言う

と、調査設計費が１億１，２００万円、それから建設費が２４億７，０００万円、そ

れから、それを含めた整備事業費が合わせまして２５億８，２００万円、それから年

間の維持補修費が、想定しておるのが１億８００万円というような事業概要です。ち

ょっと速報でこれ見てますんで、もしあの変やったらまた訂正して資料を送ります。 

  それともう一つは、地元対策費１５％いうのは、さっき申し上げましたように施設

がなくなるわけじゃないわけで、いわゆる迷惑施設が坂町にずっと残るわけですね。

これから、今までも安芸衛管の施設というのは、地元対策費を講じながら、坂町の御

理解を得ながら進めてきたということでございまして、かねてから事業費の１５％以

内で地元対策を講じたということで、その地元対策費の内容については坂町が実施を

するということでございます。 

  以上です。 

○議長（益田芳子君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（益田芳子君） ないようでございますので、行政報告を終わります。 

  続いて、報告第４号、予算の繰越明許の報告について（一般会計）をお願いします。 

  町長。 

○町長（佐藤信治君） 報告第４号 令和３年６月２５日提出。 

  予算の繰越明許費の報告について（一般会計）。 

  令和２年度府中町一般会計予算の繰越明許費繰越計算書を調製したので、地方自治

法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１４６条第２項の規定により報告する。 

                              府中町長 佐藤信治 

  補足説明は、財務部長が行います。よろしくお願いいたします。 

○議長（益田芳子君） 補足説明。 

  財務部長。 

○財務部長（胡子幸穂君） おはようございます。財務部長です。 

  報告第４号、予算の繰越明許の報告について（一般会計）を補足して説明します。 

  本報告は、令和２年度一般会計補正予算第５号、第７号、第１０号、第１１号及び

第１２号において、議決あるいは承認をいただいた繰越明許費、すなわち令和２年度

の予算に計上したが何らかの理由でその年度内に完了しない事業について、今年度に

入り翌年度繰越額、すなわち令和２年度から令和３年度に繰り越して執行する額が確

定したので、その内容を報告するものです。 

  裏面を御覧ください。 

  令和２年度繰越明許費繰越計算書です。合計で２２の事業があり、翌年度繰越額の

総額は、８億５，９０２万６，２０７円です。 

  それでは、事業ごとに御説明します。 

  款 総務費、項 徴税費、町税収納事業は、６０５万円の繰越しです。口座振替ｗ

ｅｂ申請システムの構築に当たり、町税収納システムの改修及び金融機関との調整な

どが必要となり、各金融機関等との連携接続テストの実施及び日程調整などに時間を

要することから、年度内に事業の完了が見込めず、繰越しを行ったものです。なお、

システムの稼働は、令和３年１０月からの見込みです。 

  款  民生費、項 社会福祉費、老人福祉センター改修等事業は、３，１８４万

６，０００円の繰越しです。老人福祉センターの施設改修を行うものですが、事業完

了は令和４年２月末を見込んでいます。  
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  款 衛生費、項 保健衛生費、新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業は、

３億５，３７１万４，０００円の繰越しです。令和３年２月の臨時議会に提出した補

正予算第１０号及び、その後同２月に専決処分した補正予算第１１号に計上した事業

ですが、ワクチンの供給が年度内には行われないため、令和２年度中に準備のために

執行した一部の事務費を除き、繰越しを行ったものです。なお、ワクチン接種につい

ては、各常任委員会の町長報告でも御報告いたしましたが、令和３年５月から開始し

ております。  

  続いて、協働型環境づくり事業は、７１３万９，０００円の繰越しです。計画期間

が平成２８年度から令和７年度の府中町第２次環境基本計画の中間見直しに係る業務

ですが、コロナウイルス感染症の影響により、環境審議会の開催ができなかったこと

から、年度内に事業の完了が見込めず、繰越しを行ったものです。事業完了見込みは、

令和４年３月です。  

  続いて、低炭素型社会づくり推進事業は、４８７万３，０００円の繰越しです。府

中町第３次地球温暖化対策実施計画は、令和２年度が最終年度となり、新たな府中町

第４次地球温暖化対策実施計画の策定が必要ですが、この計画は、先ほどの府中町第

２次環境基本計画との関連があり、整合性を図る必要があることから、協働型環境づ

くり事業とともに繰越しを行ったものです。事業完了見込みは、令和４年３月です。  

  項 清掃費、廃棄物適正処理推進事業は、７５６万８，０００円の繰越しです。府

中町ごみ処理基本計画は、府中町第２次環境基本計画の関連計画であり、整合性を図

る必要があることから、こちらも協働型環境づくり事業とともに、繰越しを行ったも

のです。事業完了見込みは、令和４年３月です。  

  款 農林業費、項 農業費、農業用水路等改良事業は、６，０００万円の繰越しで

す。ため池である永田池の廃止工事の実施については、ＪＲ等との協議に時間を要し、

年度内に事業の完了が見込めず、繰越しを行ったものです。事業完了見込みは、令和

４年３月です。  

  款 商工費、項 商工費、商工業支援事業は、８６０万円の繰越しです。新型コロ

ナウイルス感染症対策として、広島県が実施する頑張る飲食店応援事業に係る負担金

について、実施主体である広島県が繰越しを行ったことから、町負担金についても繰

越しを行ったものです。事業者の申請期限は令和３年３月１９日までとなっており、

県の事業費精算を受けて事業完了となります。  
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  款  土 木 費 、 項  土 木 管 理 費 、 急 傾 斜 地 崩 壊 対 策 事 業 は 、 ２ ， ２ ６ ４ 万

５，０００円の繰越しです。令和２年７月豪雨により崩壊した、みくまり三丁目地区

の民有の急傾斜地について、事業用地に係る土地の境界確認に時間を要したため、年

度内に事業の完了が見込めず、繰越しを行ったものです。事業完了見込みは、令和

４年２月末です。  

  項 道路橋りょう費、橋りょう長寿命化事業は、５９４万円の繰越しです。新山田

橋の橋梁補修工事において、ひび割れ注入材の納期に遅れが生じたため、年度内に事

業の完了が見込めず、繰越しを行ったものです。なお、この事業は、令和３年５月

２５日に完了しております。  

  項 都市計画費、都市計画調査事業は、５７８万９，３００円の繰越しです。令和

２年度に実施予定でありました地域公共交通再編に係る調査業務委託及び府中町デマ

ンド交通試験運行業務は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、正確な業務

効果が得られないことから、実施時期を令和３年度に延期したため、繰越しを行った

ものです。  

  なお、つばきバスの運行見直しのための実証運行については、６月１日から開始し

ております。デマンド型乗合タクシーの試験運行につきましては、新型コロナウイル

ス感染症による緊急事態宣言により、地域への説明会が実施できなかったため、開始

時期を延期しております。  

  続いて、向洋駅周辺土地区画整理事業は、６，９７２万９，８０１円の繰越しです。

国の令和２年度第３次補正予算で、土地区画整理事業費補助金が措置されたことを受

け、令和３年度分として予定していた事業の一部を前倒しして、令和２年度３月補正

に計上しましたが、年度内に事業の完了が見込めないため、繰越しを行ったものです。

事業完了見込みは、令和４年３月です。  

  続いて、広島市東部地区連続立体交差事業は、１億２，０００万円の繰越しです。

連続立体交差事業の進捗が遅れたため、当町の負担金も繰り越したものです。事業完

了見込みは、令和４年３月です。  

  項 排水路費、水路改良等事業は、４１４万５，０００円の繰越しです。管路改修

工事において、プレキャストコンクリート床板を設置する計画としていたところ、こ

の製造に時間を要したため、年度内に事業の完了が見込めず、繰越しを行ったもので

す。なお、この事業は、令和３年５月２７日に完了しています。  



- 21 - 

  款 教育費、項 小学校費、小学校保健管理事業は、４８４万２２５円の繰越しで

す。国の学校保健特別対策事業費補助金を活用し、学校の感染症対策に必要な物品を

購入するため、令和２年度３月補正に計上しましたが、年度内に事業の完了が見込め

ず、繰越しを行ったものです。  

  続いて、学校ＩＣＴ環境整備事業は、４８４万２，９７０円の繰越しです。ＧＩＧ

Ａスクール構想の実現を目指し、学校の教室に、通信環境を確保するための無線アク

セスポイントやパソコンを保管するための充電保管庫を整備しているところですが、

マンション建設等により、教室数の増加が見込まれることから、備品等の追加発注を

行いました。この追加発注分については、年度内での納品が見込めないため、繰越し

を行ったものです。事業完了見込みは、令和３年７月初旬です。  

  項 中学校費、中学校保健管理事業は、２３１万９，５６１円の繰越しです。繰越

し理由については、小学校費と同様です。  

  続いて、学校ＩＣＴ環境整備事業は、１００万７，０５０円の繰越しです。こちら

も、繰越し理由等については、小学校費と同様です。  

  項 社会教育費、府中公民館等改築事業は、２，０２８万９，０００円の繰越しで

す。府中公民館等改築事業については、国から令和２年度及び３年度の複数年で補助

金の承認を受け、事業を実施しているところですが、令和２年度の事業費が国の補助

対象経費を下回りました。国が国庫支出金の繰越し手続を行うことに合わせて、町に

おいても、補助対象事業費分について繰越しを行ったものです。なお、全体の工事完

了時期について変更はなく、令和４年１月に竣工予定です。  

  款  災 害 復 旧 費 、 項  農 林 業 施 設 災 害 復 旧 費 、 農 業 施 設 災 害 復 旧 事 業 は 、

２，９１３万円の繰越しです。令和２年７月豪雨により、水分峡森林公園付近ののり

面が崩壊し、石ころびため池に土砂が堆積したためしゅんせつ工事を実施しますが、

工事施工には、ため池入り口の河川しゅんせつと時期を合わせて行うため、工事着手

が令和３年２月となり、年度内に事業の完了が見込めないため、繰越しを行ったもの

です。事業完了見込みは、令和３年７月です。  

  続いて、林業施設災害復旧事業は、５，０４６万３００円の繰越しです。平成

３０年７月豪雨により被災した林道呉娑々宇線の災害復旧工事として、補助事業分を

含め、令和２年度中に竣工予定でしたが、令和２年７月豪雨により、新たに被害が発

生し、その被害箇所への対応に日数を要し、復旧工事全体のスケジュールが遅延した
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ため、繰越しを行ったものです。事業完了見込みは、令和３年８月です。 

  項 土木施設災害復旧費、土木施設災害復旧事業は、３，８０９万８，０００円の

繰越しです。令和２年７月豪雨で被災した水分峡森林公園付近ののり面復旧工事及び

御衣尾川河川内のしゅんせつ工事について、工事用資機材の運搬路である林道呉娑々

宇線の災害復旧工事に日数を要したことから、年度内に事業の完了が見込めなくなり、

繰越しを行ったものです。なお、御衣尾川浚渫工事は令和３年５月２８日に完了して

おります。また、水分峡森林公園法面復旧工事は、令和３年７月に完了見込みです。 

  補足説明は以上です。よろしくお願いします。 

○議長（益田芳子君） 続いて質問に入ります。 

  質問のある方。 

  １０番西議員。 

○１０番（西 友幸君） 永田池の埋立てについてお聞きします。町長は、厳しい中で、

障がい者なんかを今町が８，０００万円ぐらいと言われましたけど、そのぐらいの費

用、エレベーターだけでかかりますよね。府中町、今財政すごく大変な時期だろうと

思っております。ゆえに、永田池のＪＲとの交渉をできるだけ早く済ませて、府中町

の収入確保、府中町の、できるようになるべく早くやっていきたいんですが、その辺

はちょっと延期になったいうことですが、いつ頃またＪＲとの交渉をされるんかを知

らせていただきたいと思います。 

○議長（益田芳子君） 答弁。 

  町民生活部長。 

○町民生活部長（金光一隆君） 町民生活部長です。 

  先ほど説明しましたとおり、協議は遅れたんですが、協議については整いましたの

で、その関係で今回繰り越しておるいうことなんで、今年度末までには工事を完了し

たいという見込みでおります。 

  以上です。 

○議長（益田芳子君） ほかにございますか。 

  ９番梶川議員。 

○９番（梶川三樹夫君） 同じところなんですけど、永田池の改良工事ですけど、地元

に随分反対運動が、反対運動までいかないんですかね、反対があったというふうに思

っております。現在どのような状況になっているか、分かる範囲でお知らせください。 
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○議長（益田芳子君） 環境課長。 

○環境課長（小路和司君） 環境課長でございます。ただいまの御質問につきましてで

すけれども、近隣住民さんと令和３年の３月に懇話会を開催しまして、池の栓から浜

田本町に抜けるパイプの径の提示とか、湧き水の水量、水質の調査の掲示などの要望

もいただいております。これについてはちょっと調査をさせていただこうと思ってお

りますが、池の廃止に際しましては、また引き続き丁寧な説明に努めてまいりたいと

考えております。 

  以上でございます。 

○議長（益田芳子君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

  ４番狩野議員。 

○４番（狩野雄二君） ４番狩野です。 

  事業名の学校ＩＣＴ環境整備事業について２点ほどお聞きしたいんですけど、その

延期理由というのが、マンションとかが増えるいうことで無線の中継ポイントの増設、

充電ボックスの増設ですとかいうのが言われてたんですけど、こういう住宅が増える

とか、児童が増えるというのはあらかじめ分かってたんじゃないかと思うんですけど、

急に増えたわけじゃないんで、その辺どういう計画だったのかなというのが１点、そ

れと、不足しているという状態で７月ですかね、整備されるような話でしたけど、そ

の間、授業とかそういう何か不都合ですかね、そういうのが生じなかったか、その

２点を教えてください。お願いします。 

○議長（益田芳子君） 教育部長。 

○教育部長（榎並隆浩君） 教育部長です。 

  まず１つ目、ある程度、マンション需要とか教室の増は見込めとったんじゃないか

ということなんですが、今の件につきましては、やはり入居者がどれぐらい学校に入

られる児童生徒の方を含めていらっしゃるかというのはなかなか見込みも立ちにくい、

それと入居の時期とかにもよりますので、その点につきましてはマンション業者と問

合せしながら、部屋の増築というところもやっていきながら、それに合わせた設備の

整備もやっていったということで、具体的には、青崎東ですかね、ジェイグランディ

ア府中向洋なんかも大きなマンションございましたけど、そこらもある程度今までの

推計で、これぐらいは学校のほうに入るだろうという見込みの中で推計立てて部屋の
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増築とかいうことをやっておりましたけど、結果としてはそこまでいかなかったとい

うことで、南小についてはそこまではなかったんですが、中央小については、アルフ

ァステイツ府中大通なんかでやっぱり児童生徒数も増えましたので、増築をしていっ

たということでございます。そういう見込みを立てながらやっているということで、

確定値がなかなか捉えられない中でのそういう見込みを立てながらやっていったとい

うことでの繰越しだということです。 

  それと、あと無線アクセスポイントは繰越しでやったんですが、５月１９日に完了

しております。授業自体については、特に支障はなかったというふうに聞いておりま

す。 

  以上です。 

○議長（益田芳子君） ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） ないようでございますので、本件についての報告を終わります。 

  次に参ります。 

  続いて、報告第５号、予算の繰越明許の報告について（介護保険特別会計）をお願

いします。 

  町長。 

○町長（佐藤信治君） 報告第５号 令和３年６月２５日提出。 

  予算の繰越明許の報告について（介護保険特別会計）。 

  令和２年度府中町介護保険特別会計予算の繰越明許費繰越計算書を調製したので、

地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１４６条第２項の規定により報告す

る。 

                              府中町長 佐藤信治 

  補足説明は、財務部長が行います。よろしくお願いします。 

○議長（益田芳子君） 補足説明。 

  財務部長。 

○財務部長（胡子幸穂君） 財務部長です。 

  報告第５号、予算の繰越明許の報告について（介護保険特別会計）を補足して説明

します。 

  本報告は、令和２年度介護保険特別会計補正予算（第４号）において、議決をいた
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だいた繰越明許費について、今年度に入り翌年度繰越額が確定したので、その内容を

報告するものです。 

  裏面を御覧ください。 

  令和２年度繰越明許費繰越計算書です。 

  款 総務費、項 総務管理費、基盤整備事業は、３，６４５万７，０００円の繰越

しです。介護保険サービスの基盤整備事業として、浜田二丁目地区に小規模多機能事

業所の整備を予定していましたが、ボーリング調査の結果、くい工事を追加する必要

が生じるなど、工事の進捗が遅れたため、年度内に事業の完了が見込めず、繰越しを

行ったものです。竣工予定は令和３年８月頃となっており、介護サービスの開始は

１０月となる予定です。 

  補足説明は以上です。よろしくお願いします。 

○議長（益田芳子君） 続いて質問に入ります。 

  質問のある方。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） ないようでございますので、本件についての報告を終わります。 

  次に参ります。 

  続いて、報告第６号、予算の繰越しの報告について（下水道事業会計）をお願いし

ます。 

  町長。 

○町長（佐藤信治君） 報告第６号 令和３年６月２５日提出。 

  予算の繰越しの報告について（下水道事業会計）。 

  令和２年度府中町下水道事業会計予算の繰越額の使用に関する計画について報告が

あったので、地方公営企業法（昭和２７年法律第２９２号）第２６条第３項の規定に

より報告する。 

                              府中町長 佐藤信治 

  補足説明は、引き続き、財務部長が行います。よろしくお願いします。 

○議長（益田芳子君） 補足説明。 

  財務部長。 

○財務部長（胡子幸穂君） 財務部長です。 

  報告第６号、予算の繰越しの報告について（下水道事業会計）を補足して説明しま
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す。 

  まず、下水道事業会計の予算の繰越しの仕組みについて、御説明します。 

  地方公営企業法第２６条第１項には、予算に定めた地方公営企業の建設または改良

に要する経費のうち、年度内に支払い義務が生じなかったものがある場合においては、

管理者は、その額を翌年度に繰越して使用することができると規定されています。こ

の規定により、公営企業会計においては、先ほど繰越明許の報告をいたしました一般

会計や特別会計とは異なり、議会の議決を経ることなく、予算の繰越しが可能です。 

  さらに、同条第３項で、前二項の規定により予算を繰り越した場合においては、管

理者は、地方公共団体の長に繰越額の使用に関する計画について報告をするものとし、

報告を受けた地方公共団体の長は、次の会議においてその旨を議会に報告しなければ

ならないと規定されています。 

  すなわち、下水道事業の管理者権限を持つ府中町長から、地方公共団体の長である

府中町長に繰越しの報告があり、さらに町長から議会に報告を行うものです。 

  それでは、裏面を御覧ください。 

  令和２年度下水道事業会計予算繰越計算書です。 

  地方公営企業法第２６条第１項の規定による建設改良費の繰越額です。 

  款  資 本 的 支 出 、 項  建 設 改 良 費 、 管 路 建 設 改 良 費 は 、 翌 年 度 繰 越 額 ２ 億

７，８３１万６，０００円です。内訳は、工事請負費４件、物件移転補償費１件、委

託料１件の全６件となります。 

  関連公共下水道５０２－２築造工事（桜ケ丘）は、工事個所に固い岩盤が確認され

たことから、工法の変更が必要となり、年度内に工事の完了が見込めないことから、

繰越しを行ったものです。繰越額は２，８７０万円です。 

  関連公共下水道５０２－５築造工事（山田一丁目）は、工事に支障となる排水管の

移設に時間を要したことから、年度内に工事の完了が見込めなくなったため、繰越し

を行うものです。同様に完了が見込めない支障ガス管移設工事に係る物件移転補償費

と合わせて、繰越額は４，１１０万円です。 

  関連公共下水道５０２－９築造工事（山田五丁目）は、１回目の工事入札が不調だ

ったため、設計積算の条件変更及び施工延長等見直しを行ったことから、年度内の工

事完了が見込めなくなり、繰越しを行ったものです。繰越額は２，０９０万円です。 

  府中１号幹線改築工事（その４）（本町五丁目）は、令和３年度に予定していた工
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事ですが、国の補助金の関係で前倒して予算措置することとなり、令和３年３月議会

において補正予算の議決をいただきました。年度内に工事が完了しないため、繰越し

を行ったものです。繰越額は、設計積算に伴う単価調査の委託料と合わせて、１億

８，７６１万６，０００円です。  

  続いて、ポンプ場建設改良費は、１億７，５４５万３，０００円の繰越しです。内

訳は、工事請負費２件、委託料３件の全５件となります。  

  府中ポンプ場電気設備改築更新等工事（１年目）は、機器整備前の現地調査におい

て、昭和５８年の建設当時の図面と現地の不整合が判明し、追加調査を行ったことに

よ り 、 年 度 内 に 工 事 が 完 了 し な い た め 、 繰 越 し を 行 っ た も の で す 。 繰 越 額 は

６，２８３万２，０００円です。  

  府中ポンプ場電気設備改築更新等工事（２年目）は、今御説明した１年目の工事に

引き続く工事で、令和３年度に予定していた工事ですが、国の補助金の関係で前倒し

て予算措置することとなり、令和３年３月議会において補正予算の議決をいただきま

し た 。 年 度 内 に 工 事 が 完 了 し な い た め 、 繰 越 し を 行 っ た も の で す 。 繰 越 額 は

８，２５０万円です。  

  また、委託料３件についても、同様に、令和３年度に予定していた事業ですが、国

の補助金の関係で前倒して予算措置することとなり、令和３年３月議会において補正

予算の議決をいただき、繰越しを行ったものです。雨水ポンプ施設耐水化計画策定業

務委託が、繰越額５２８万円、雨水ポンプ施設ストックマネジメント実施方針改訂業

務委託が、繰越額２，２１５万１，０００円、府中町下水道ＢＣＰ改訂業務委託が、

繰越額２６９万円となっております。  

  続いて、流域下水道建設負担金は、３９４万１，０００円の繰越しです。  

  広島県が施工する太田川流域下水道事業の建設費を負担するもので、県が工事の繰

越しを行ったため、当町の負担金についても繰越しを行ったものです。  

  補足説明は以上です。よろしくお願いします。 

○議長（益田芳子君） 続いて質問に入ります。 

  質問のある方。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） ないようでございますので、本件についての報告を終わります。 

  次に参ります。 
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  続いて、報告第７号、専決処分の報告についてをお願いします。 

  町長。 

○町長（佐藤信治君） 報告第７号 令和３年６月２５日提出。 

  専決処分の報告について。 

  工事請負契約の変更について、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１８０条

第１項の規定により、令和３年３月１８日に次のとおり専決処分したので、同条第

２項の規定により報告する。 

                              府中町長 佐藤信治 

  補足説明は、建設部長が行います。よろしくお願いいたします。 

○議長（益田芳子君） 補足説明。 

  建設部長。 

○建設部長（井上貴文君） おはようございます。建設部長です。 

  報告第７号、専決処分の報告について、補足して説明をいたします。 

  今回の専決処分の報告については、府中町議会の委任による長の専決処分事項の指

定について、第５項に規定する、議会の議決を得て締結した建設工事の請負契約で請

負代金額の増額もしくは減額が当該請負代金額の１０分の２を超えない変更契約を締

結することに該当することから、地方自治法第１８０条第１項の規定により専決処分

し、同条第２項の規定により本議会に報告するものです。 

  専決処分の内容です。 

  工事名は、小学校便所等改修工事。 

  工事場所は、府中町清水ヶ丘２３－１府中北小学校及び山田四丁目４－１府中東小

学校です。 

  請負金額は、変更前２億３，６２８万円、変更後２億３，８０７万９，６００円で、

１７９万９，６００円の増額です。  

  請負人は、広島市中区平野町１番１６号 株式会社砂原組です。  

  変更理由です。  

  新型コロナウイルス感染症対策の一環として、学校便所内手洗いの一般水栓を自動

水栓に変更し、合わせて、工事完了に伴い実際の施工数量により精算を行うものでご

ざいます。  

  変更前の契約金額について、議会の議決を得た日は令和２年６月２６日、専決処分
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年月日は令和３年３月１８日です。  

  補足説明は以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（益田芳子君） 続いて質問に入ります。 

  質問のある方。 

  １１番寺尾議員。  

○１１番（寺尾光司君） これは、昨年度にされた工事ということで、６月２６日が当

初の議決を得た日ということで、ちょっと工事概要が私が議員になる前に契約された

ということなんで、ちょっと工事概要を教えていただきたいというのが１点と、これ

で学校のトイレの洋式化が全て終わったのかどうかというのをちょっと確認したいと

いうことで、トイレの数とかその辺ちょっと工事概要を教えていただきたい。 

○議長（益田芳子君） 建設部次長。 

○建設部次長兼建築課長（川口正幸君） 建設部次長です。 

  工事概要のほうですけども、東小学校と北小学校の普通教室棟、それから体育館の

トイレを洋式に改修するものです。 

  個所数といたしましては、東小学校が大便器６４か所、小便器４４か所、北小学校

が大便器５９か所、小便器３８か所を改修するものです。壁と天井、床全て撤去いた

しまして、内装も全て改修したものでございます。工事は全て完了いたしまして、現

在使用していただいております。 

  以上です。 

○議長（益田芳子君） 教育委員会総務課長。 

○教育委員会総務課長（岩﨑雅男君） 教育委員会総務課長でございます。 

  私のほうからは、洋式化の今後の計画という御質問についてお答えさせていただき

たいと思います。 

  ま ず 、 現 在 の 洋 式 化 率 で ご ざ い ま す が 、 小 学 校 が ７ １ ． ８ ４ ％ 、 中 学 校 が

８２．９６％、小中合わせて７４．５９％という状況でございます。現段階におきま

しては、これ以上の洋式化の計画というのはないという状況でございます。 

  以上です。 

○議長（益田芳子君） よろしいでしょうか。 

  ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 



- 30 - 

○議長（益田芳子君） ないようでございますので、本件についての報告を終わります。 

  次に参ります。 

  続いて、報告第８号、専決処分の報告についてをお願いします。 

  町長。 

○町長（佐藤信治君） 報告第８号 令和３年６月２５日提出。 

  専決処分の報告について。 

  工事請負契約の変更について、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１８０条

第１項の規定により、令和３年３月２４日に次のとおり専決処分したので、同条第

２項の規定により報告する。 

                              府中町長 佐藤信治 

  補足説明は、建設部長が行います。よろしくお願いします。 

○議長（益田芳子君） 補足説明。 

  建設部長。 

○建設部長（井上貴文君） 建設部長です。 

  報告第８号、専決処分の報告について、補足して説明します。 

  今回の専決処分の報告については、府中町議会の委任による長の専決処分事項の指

定について、第５項に規定する議会の議決を得て締結した建設工事の請負契約で、請

負代金額の増額もしくは減額が当該請負代金額の１０分の２を超えない変更契約を締

結することに該当することから、地方自治法第１８０条第１項の規定により専決処分

し、同条第２項の規定により本議会に報告させていただくものでございます。  

  専決処分の内容は、工事名、消防団第２分団詰所新築工事。  

  工事場所は、府中町八幡四丁目４２１３番。  

  請負金額は変更前５，６９８万円、変更後請負金額は６，００４万２００円、

３０６万２００円の増額です。  

  請負人は、安芸郡海田町蟹原一丁目３番１５号正田建設株式会社です。  

  変更理由です。  

  建築物を支える支持地盤が想定より深いことから、地盤改良深度を変更し、合わせ

て、工事完了に伴い実際の施工数量により精算を行うものです。  

  変更前の契約金額について、議会の議決を得た日は令和２年６月２６日、専決処分

年月日は令和３年３月２４日です。  
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  補足説明は以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（益田芳子君） 続いて質問に入ります。 

  質問のある方。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） ないようでございますので、本件についての報告を終わります。 

  次に参ります。 

  続いて、報告第９号、府中町土地開発公社の経営状況についてをお願いします。 

  町長。 

○町長（佐藤信治君） 報告第９号 令和３年６月２５日提出。 

  府中町土地開発公社の経営状況について。 

  地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４３条の３第２項の規定により、府中

町土地開発公社の経営状況を次のとおり報告する。 

                              府中町長 佐藤信治 

  補足説明は、総務企画部長が行います。 

○議長（益田芳子君） 補足説明。 

  総務企画部長。 

○総務企画部長（増田康洋君） おはようございます。総務企画部長です。 

  報告第９号、府中町土地開発公社の経営状況についてに関し、補足して説明いたし

ます。 

  府中町土地開発公社では、令和３年度予算に関し、令和３年３月２５日に、また令

和２年度決算に関し、令和３年５月２８日にそれぞれ理事会を開催し、議決を受けて

おられます。 

  それではまず、令和２年度決算から御説明いたします。 

  ２ページをお願いいたします。 

  令和２年度に行った事業の概況が記載されています。 

  １、総括の（１）公有地売却事業において、向洋駅周辺土地区画整理事業に供する

土地として、１件、面積０．４４平方メートル、金額２３万４１２円により売却を行

っています。 

  （２）当年度末公有地保有状況は、面積３，６３１．５５平方メートル、金額８億

４，９７６万７，５６２円となっています。 
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  ３ページをお願いします。 

  貸借対照表です。 

  まず、資産の部です。 

  １、流動資産の（１）現金及び預金は、４３１万６，８８２円となっています。 

  （３）公有用地は、先ほど御説明させていただいたとおり、８億４，９７６万

７，５６２円となっております。 

  流動資産合計は、８億５，４０８万４，４４４円となっています。 

  ２、固定資産です。 

  （２）無形固定資産のソフトウエア６５万３，４００円は、平成３０年度に購入し

た公社財務システムの減価償却後の残存価格で、無形固定資産合計も同額となってい

ます。 

  （３）投資その他の資産の長期性預金５００万円は、基本財産としての町からの出

資金で、投資その他の資産合計も同額となっています。 

  固定資産合計は、５６５万３，４００円で、先ほどの流動資産と合わせた資産合計

は、８億５，９７３万７，８４４円となっています。 

  次に、負債の部です。 

  ２ 、 固 定 負 債 の （ １ ） 長 期 借 入 金 は 、 金 融 機 関 か ら の 借 入 金 残 高 で 、 ６ 億

９，８４６万１，０００円となっており、固定負債合計、また負債合計も同額となっ

ています。 

  次に、資本の部です。 

  １、資本金の（１）基本財産５００万円は、町からの出資金で、先ほどの資産の部、

２、固定資産の（３）投資その他の資産における長期性預金と同額となっています。 

  ２、準備金の（１）前期繰越準備金は、令和元年度から繰り越した金額を計上して

おり、１億５，６７１万３，７９０円となっています。 

  （ ２ ） 当 期 純 損 失 は 、 当 期 の 損 益 計 算 上 の 損 失 を 計 上 し た も の で 、 ４ ３ 万

６，９４６円となっています。 

  準備金合計は、１億５，６２７万６，８４４円で、先ほどの資本金と合わせた資本

合計は、１億６，１２７万６，８４４円となっています。 

  負債の部と資本の部を合わせた負債資本合計は、８億５，９７３万７，８４４円で、

資産の部合計額と一致しております。 
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  続いて、４ページ、５ページは財産目録ですが、３ページ、貸借対照表の内訳を記

載したものですので、説明は省略いたします。 

  ６ページをお願いします。 

  キャッシュ・フロー計算書です。 

  当書類は、先ほど３ページ、貸借対照表の資産の部、１、流動資産の（１）現金及

び預金４３１万６，８８２円の内訳を示すものとなっています。 

  １、事業活動によるキャッシュ・フローです。 

  公有用地取得事業収入は、公有地売却事業で得た収入２３万４１２円を計上してい

ます。 

  公有地取得事業支出は、支払利息などの支出マイナス１０１万８，０２０円を計上

しています。 

  人件費支出は、役員報酬でマイナス５万３，０００円、その他業務支出は、公社財

務システム保守点検などの事務費でマイナス１４万７，１５０円を計上しています。 

  小計マイナス９８万７，７５８円に、預金に係る受取利息８０４円を差引きした事

業活動によるキャッシュ・フロー計は、マイナス９８万６，９５４円を計上しており

ます。 

  ３、財務活動によるキャッシュ・フローです。 

  長期借入による収入が１億３，１００万円、長期借入金の返済による支出がマイナ

ス１億５，５７８万４４６円、差引きマイナス２，４７８万４４６円を財務活動によ

るキャッシュ・フロー計として計上をしております。 

  ４ 、 現 金 及 び 現 金 同 等 物 増 加 額 ま た は 減 少 額 は 、 １ と ３ の 計 で マ イ ナ ス

２，５７６万７，４００円を計上しております。 

  ５ の 現 金 及 び 現 金 同 等 物 期 首 残 高 、 す な わ ち 昨 年 度 決 算 に お け る 期 末 残 高

３，００８万４，２８２円と４との差引きが６の現金及び現金同等物期末残高で、

４３１万６，８８２円を計上しております。 

  ７ページをお願いします。 

  損益計算書です。 

  当書類は、３ページの貸借対照表の資本の部、２、準備金の（２）当期純損失

４３万６，９４６円の内訳を示すものとなっています。 

  １の事業収益と２の事業原価は、公有地取得事業に係る収益と原価を計上したもの
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で、同額の２３万４１２円となっており、事業総利益はゼロとなっています。 

  ３、販売費及び一般管理費は、役員報酬や原価償却費などを計上したもので、

４３万７，７５０円となっており、事業損失も同額となっています。 

  ４、事業外収益は預金に係る受取利息を計上したもので、８０４円となっています。 

  ３と４の差引きを行った額、４３万６，９４６円を経常損失として計上しており、

同額が当期純損失となっています。 

  ８ページから１３ページは、ただいま御説明させていただいた決算に係る附属明細

書となっています。参考にしていただければと思います。 

  それでは、続きまして、令和３年度予算について御説明させていただきます。 

  １４ページからが令和３年度の予算書となっております。 

  １５ページをお願いします。 

  第２条、事業計画の１、公有地売却事業です。 

  向洋駅周辺土地区画整理事業を目的とした府中町への売却事業費として、１億

１，７５１万１，０００円を計上しています。 

  なお、公有地取得事業の計上はありません。 

  １６ページをお願いします。 

  第３条は収益的収入及び支出です。 

  第２条の公有地売却に係る収益や原価、また事務的な経費などを計上しております。 

  １７ページをお願いします。 

  第４条は資本的収入及び支出です。 

  長期借入れに係る経費や借入れを償還する経費などを計上をしております。 

  １８ページをお願いします。 

  第５条は長期借入金に係る目的や限度額などを記載をしております。 

  １９ページをお願いします。 

  第６条は資金計画です。 

  第３条、第４条に計上した金額などを、受入れ・支払い別に計上をしています。 

  受 入 資 金 が ３ 億 ２ ， ０ ２ ７ 万 ９ ， ０ ０ ０ 円 、 支 払 資 金 が ３ 億 １ ， ２ ７ ８ 万

９，０００円、差引き７４９万円となっています。 

  補足説明は以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（益田芳子君） 続いて質問に入ります。 
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  質問のある方。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） ないようでございますので、本件についての報告を終わります。 

  以上で、町長報告を終わります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（益田芳子君） 皆様にお諮りをいたします。休憩をしようと思いますが、いか

がでしょうか。 

（「はい」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） それでは、４０分まで休憩をいたします。 

  休憩。 

（休憩 午前１１時２９分） 

 

（再開 午前１１時４０分） 

○議長（益田芳子君） 休憩中の議会を再開いたします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（益田芳子君） 次に参ります。 

  日程第５、報告第１０号、専決処分の承認についてを議題に供します。 

  本案について、理事者の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（佐藤信治君） 報告第１０号 令和３年６月２５日提出。 

  専決処分の承認について。 

  令和３年府中町一般会計補正予算（第１号）について、地方自治法（昭和２２年法

律第６７号）第１７９条第１項の規定により、令和３年４月１日に次のとおり専決処

分したので、同条第３項の規定により報告し、議会の承認を求める。 

                              府中町長 佐藤信治 

  補足説明は、財務部長が行います。 

○議長（益田芳子君） 補足説明。 

  財務部長。 

○財務部長（胡子幸穂君） 財務部長です。 

  報告第１０号、専決処分の承認についてを補足して説明します。 
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  令和３年度府中町一般会計補正予算（第１号）について、地方自治法第１７９条第

１項の規定により、令和３年４月１日に専決処分を行いましたので、同条第３項の規

定に基づき議会に報告し、承認を求めるものです。 

  新型コロナウイルス感染症の影響が長引く中、影響を受けている独り親世帯及び中

小事業者等を支援する事業について、いずれも国、または県の補助金を活用したもの

で、速やかに実施する必要があり、議会を招集する時間的余裕がなかったため、専決

処分したものです。  

  専決処分の内容です。  

  令和３年度府中町一般会計補正予算（第１号）です。  

  歳入歳出予算の補正  

  第１条、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ６，３０３万８，０００円を追

加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１９３億２，３１０万９，０００円とする。  

  第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。  

  それでは、第１条、歳入歳出予算の補正について、歳入歳出補正予算事項別明細書

により説明します。  

  ５ページをお願いします。  

  歳入です。  

  款 国庫支出金、項 国庫補助金、目 民生費国庫補助金、新型コロナウイルス感

染症セーフティネット強化交付金は、歳出、民生費に補正計上しています職員給与費

事業（児童措置費）及び子育て世帯生活支援特別給付金給付事業の特定財源で、

２，９７２万８，０００円の増額です。補助率は１０分の１０です。  

  目 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金、新型コロナウイルス感染

症対応地方創生臨時交付金は、歳出、商工費に補正計上しています商工業支援事業の

特定財源で、１，６６６万円の増額補正です。  

  款 県支出金、項 県補助金、目 商工費県補助金、頑張る中小企業応援事業補助

金 は 、 歳 出 、 商 工 費 に 補 正 計 上 し て い ま す 商 工 業 支 援 事 業 の 特 定 財 源 で 、

１，６６５万円の増額補正です。  

  ６ページから歳出です。  

  款 民生費、項 児童福祉費、目 児童措置費、職員給与費事業（児童措置費）は、
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８万２，０００円の増額補正です。  

  次の、子育て世帯生活支援特別給付金給付事業に係る職員の時間外勤務手当等を計

上しています。  

  続いて、子育て世帯生活支援特別給付金給付事業は、２，９６４万６，０００円の

増額補正です。  

  新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中、国は、子育て世帯に対する

子育て世帯生活支援特別給付金として、低所得の子育て世帯に対し、子ども１人当た

り５万円を支給することを令和３年３月２３日に閣議決定しました。  

  この対象者のうち、独り親世帯については、１、令和３年４月分の児童扶養手当を

受けている世帯については、可能な限り５月までに支給すること、また、２、公的年

金等の受給により、令和３年４月分の児童扶養手当を受給していない者、３、新型コ

ロナウイルス感染症の影響を受け家計が急変し、収入が児童扶養世帯受給者と同水準

になっている者についても、可能な限り速やかに支給することとされました。１、２、

３いずれかに該当する対象者は、３４６世帯、５２８人と見込まれ、子育て世帯生活

支援特別給付金を５万円掛ける５２８人分の２，６４０万円計上し、その他事業に必

要なシステム改修や通信運搬費等の事務費を合わせて計上しています。  

  特定財源として、先の職員給与費事業（児童措置費）も合わせて、新型コロナウイ

ルス感染症セーフティネット強化交付金が全額充当されます。  

  なお、事業実施状況ですが、１の令和３年４月分の児童扶養手当受給対象者

２９３世帯、４５０人分については、５月１１日に支給を行っております。それ以外

の、２の公的年金等受給者及び３の家計急変者については、５月６日から申請受付を

開始し、６月下旬から順次支給してまいります。  

  また、独り親世帯以外の低所得の子育て世帯への給付金につきましては、当議会に

上程しています第２５号議案、令和３年度府中町一般会計補正予算（第２号）に計上

しています。  

  ７ページです。  

  款 商工費、項 商工費、目 商工業振興費、商工業支援事業は、３，３３１万円

の増額補正です。  

  この事業は、府中町頑張る中小事業者応援事業として、県の補助金を受けて、中小

事業者の支援を行うものです。  
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  広島県の外出自粛要請による売上げが減少した中小事業者のうち、次の全てに該当

する事業者が対象となります。  

  １、町内に本社、個人事業主の場合は住所がある事業者。  

  ２、令和２年１２月から令和３年２月までの間のいずれかの月で、売上高が前年同

月比で３０％以上減少した事業者。  

  ３、これまで広島県が実施する事業者支援事業の対象外となっている事業者。  

  対象となる事業者には、１事業者につき３０万円を支給します。申請事業者数を

１１１事業者と見込み、頑張る中小事業者応援金３，３３０万円及び通信運搬費１万

円を計上します。  

  特定財源として、県の頑張る中小事業者応援事業補助金を２分の１充当し、残る

２分の１については、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を全額充当

します。  

  なお、事業実施状況ですが、６月１１日現在で支給決定件数は９３件となっており

ます。  

  補足説明は以上です。よろしくお願いします。  

○議長（益田芳子君） ただいまの説明に対し、質疑を行います。 

  質疑は歳出から行います。 

  ６ページと７ページの歳出について、一括で質疑ございますか。 

  １４番齋藤議員。 

○１４番（齋藤 昇君） １４番の齋藤なんですが、先ほど、６月１１日現在で９３件

の報告があったんですが。このいわゆる業種別のほうをよろしくお願いいたします。 

○議長（益田芳子君） 自治振興課長兼職次長。 

○生活環境部次長兼自治振興課長（谷口充寿君） 自治振興課長兼職次長でございます。 

  主な内訳を申し上げますと、道路旅客運送業、いわゆるタクシーといった事業者の

方が約４割、続いて洗濯、理容、美容、浴場業の方が約２割、その他小売業の方が

１割、後はそれぞれ細かい数字になっております。 

  以上でございます。 

○議長（益田芳子君） よろしいでしょうか。 

  ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（益田芳子君） なければ、次に、歳入について質疑を行います。 

  ５ページの歳入について、質疑ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、以上をもって質疑を終わります。 

  討論ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、お諮りします。 

  本案は、原案のとおり決したいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） 御異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決決定

いたしました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（益田芳子君） ここで昼休憩に入りたいと思います。１３時から再開をいたし

ます。なお、開会前に申し上げましたとおり、直ちに議員共済会総会を開催いたしま

すので、よろしくお願いいたします。休憩。 

（休憩 午前１１時５０分） 

 

（再開 午後 １時００分） 

○議長（益田芳子君） 休憩中の議会を再開します。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（益田芳子君） 次に参ります。 

  日程第６、報告第１１号、専決処分の承認についてを議題に供します。 

  本案について、理事者の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（佐藤信治君） 報告第１１号 令和３年６月２５日提出。 

  専決処分の承認について。 

  府中町税条例の一部を改正する条例について、地方自治法（昭和２２年法律第

６７号）第１７９条第１項の規定により、令和３年３月３１日に次のとおり専決処分

したので、同条第３項の規定により報告し、議会の承認を求める。 

                              府中町長 佐藤信治 
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  補足説明は、財務部長が行います。 

○議長（益田芳子君） 補足説明。 

  財務部長。 

○財務部長（胡子幸穂君） 財務部長です。 

  報告第１１号、専決処分の承認について（府中町税条例の一部改正について）を補

足して説明します。 

  報告第１１号参考資料を御覧ください。 

  １、改正の趣旨です。 

  地方税法等の一部を改正する法律の施行に伴い、府中町税条例の一部を改正するも

のです。 

  この専決処分による条例改正は、地方税法等の一部を改正する法律が令和３年４月

１日に施行されるのに伴い、府中町税条例の改正を行う必要が生じましたが、議会を

招集する時間的余裕がなかったことから、地方自治法第１７９条第１項の規定により、

町長の専決処分により改正し、同条第３項の規定により議会の承認を求めるものです。 

  ２、改正事項の概要です。 

  町民税関係、固定資産税関係、特別土地保有税関係及び軽自動車税関係の４点につ

いての改正と、対象条項及び条文の整理を行うものです。 

  まず、（１）町民税関係です。 

  ア、給与所得者及び公的年金受給者の扶養親族申告書の電子提出に係る税務署長へ

の事前承認が不要となったため、所要の措置を行うものです。 

  イ、退職所得申告書の電子提出に係る税務署長への事前承認が不要となったため、

所要の措置を行うものです。 

  ウ、新型コロナウイルス感染症の影響により入居が遅れた場合の住宅借入金等特別

控除の特例について、その適用期間を１年延長し、令和４年末までの入居者を対象と

するものです。 

  （２）固定資産税関係です。 

  ア、固定資産税の特例に関する用語の意義の適用を令和５年度まで延長するもので

す。 

  イ、土地の価格が下落し、課税上著しく均衡を失すると認められる場合は、令和

４年度及び令和５年度の据置年度においても、総務大臣が定める基準により修正した
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価格を課税標準とする特例措置を継続するものです。 

  ウ、宅地等及び農地の価格の変動に伴う税負担の激変を緩和するための負担調整措

置について、令和３年度から令和５年度までの間、現行の負担調整措置の仕組みを継

続するものです。 

  エ、用地変更宅地等に課する固定資産税の課税標準について、令和３年度から令和

５年度についても令和２年度までと同様に比準課税標準額による価格とする経過措置

を適用するものです。 

  （３）特別土地保有税関係です。 

  宅地等に係る税率の特例措置について令和５年度分まで延長するとともに、宅地評

価土地に係る課税標準の特例措置を令和６年３月３１日まで延長するものです。 

  （４）軽自動車税関係です。 

  ア、自家用の３輪以上の軽自動車を取得した際かかる、軽自動車税の環境性能割に

ついては、性能によって非課税措置をされていますが、その適用期限を令和３年３月

３１日から変更して、令和３年１２月３１日まで９か月延長するものです。  

  イ、燃費性能に優れた環境負荷の小さい車両について、１年度分に限り、軽自動車

税の種別割について、税率が軽減されていますが、その特例期限を令和３年３月

３１日から変更して、令和５年３月３１日まで２年間延長するものです。ただし、令

和３年４月１日以後の特例期間中に新車登録した自家用の軽自動車については、ハイ

ブリッド車を含む電気自動車等に限定されます。ガソリン車の軽自動車については、

一定の燃費基準を満たした営業用乗用車に適用範囲が限定されます。  

  ３、施行期日です。  

  施行期日は令和３年４月１日です。ただし、２の（１）アは、施行日以後の電子提

出について適用し、２（２）は、令和３年度以後の年度分の固定資産税について適用

し、２（４）アは、施行日以後に取得された軽自動車税に対する軽自動車税の環境性

能割について適用し、２（４）イは、令和３年度以後の年度分の軽自動車税の種別割

について適用します。  

  ４、専決年月日は令和３年３月３１日です。  

  補足説明は以上です。よろしくお願いします。  

○議長（益田芳子君） ただいまの説明に対し、質疑を行います。 

  質疑ございますか。 
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  １０番西議員。 

○１０番（西 友幸君） 固定資産税のことを聞きたいんですが、宅地がありますよね。

宅地にちょっとネギだけとか野菜をちょろっと作って、固定資産税がかなり軽減され

とるわけなんですよね、府中町に入ってくる固定資産税が。これをああいう宅地にち

ょろっと作ってるだけで認めるいうのはいかがと思う。税収がほとんどそういうので

入ってこなくなってることも結構あるわけなんですが、農地法の関係でどの程度、例

えば畑の全体をいろんな野菜、イモとか、例えばネギとかタマネギとかいろいろあり

ますよね。そういったもんで全体を使っておったらそれはしょうがないと思いますけ

ど、本来宅地、高額な金額出して宅地で農地するいうのも考え方ちょっとおかしいん

で、山とかちょっとした家も建たない宅地で農地をするというのは正しいと思うんで

すが、高額な金額出して宅地を買って、そこでちょっと農地をするというのを見受け

られますが、その点についてはどういう考えをお持ちなんでしょうか。 

○議長（益田芳子君） １０番西議員、ただいまの発言なんですけど、できれば議案に

関わる発言をお願いしたいと思いますが。 

  答弁できますか。 

  税務課長。 

○税務課長（藤田正明君） 税務課長です。ただいまの質問についてお答えします。 

  町内の現地確認を毎年行っております。宅地の中に一部ネギとかをされておるんで

農地に見るということはあまりなくて、もしそうなったとしても介在農地という評価

になって、税額としては宅地とほとんど似たような感じの評価になります。 

  以上です。 

○議長（益田芳子君） よろしいでしょうか。 

  ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、以上をもって質疑を終わります。 

  討論ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、お諮りします。 

  本案は、原案のとおり決したいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（益田芳子君） 御異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決決定

いたしました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（益田芳子君） 次に参ります。 

  日程第７、報告第１２号、専決処分の承認についてを議題に供します。 

  本案について、理事者の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（佐藤信治君） 報告第１２号 令和３年６月２５日提出。 

  専決処分の承認について。 

  府中町都市計画税条例の一部を改正する条例について、地方自治法（昭和２２年法

律第６７号）第１７９条第１項の規定により、令和３年３月３１日に次のとおり専決

処分したので、同条第３項の規定により報告し、議会の承認を求める。 

                              府中町長 佐藤信治 

  補足説明は、財務部長が行います。 

○議長（益田芳子君） 補足説明。 

  財務部長。 

○財務部長（胡子幸穂君） 財務部長です。 

  報告第１２号、専決処分の承認について（府中町都市計画税条例の一部改正につい

て）を補足して説明します。 

  報告第１２号参考資料を御覧ください。 

  １、改正の趣旨です。 

  地方税法等の一部を改正する法律の施行に伴い、府中町都市計画税条例の一部を改

正するものです。 

  この専決処分による条例改正は、地方税法等の一部を改正する法律が令和３年４月

１日に施行されるのに伴い、府中町都市計画税条例の改正を行う必要が生じましたが、

議会を招集する時間的余裕がなかったことから、地方自治法第１７９条第１項の規定

により、町長の専決処分により改正し、同条第３項の規定により議会の承認を求める

ものです。 

  ２、改正事項の概要です。 

  地方税法の改正に伴う都市計画税の課税標準の特例となる対象条項及び条文の整備
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を行うものです。固定資産税と同様に、課税標準の特例の適用年度が延長されます。 

  ３、施行期日です。 

  施行期日は令和３年４月１日です。ただし、改正後の規定は令和３年度以後の年度

分について適用し、令和２年度分までは従前の例によることとしています。 

  ４、専決処分年月日は令和３年３月３１日です。 

  補足説明は以上です。よろしくお願いします。 

○議長（益田芳子君） ただいまの説明に対し、質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、以上をもって質疑を終わります。 

  討論ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、お諮りします。 

  本案は、原案のとおり決したいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） 御異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決決定

いたしました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（益田芳子君） 次に参ります。 

  日程第８、第２５号議案、令和３年度府中町一般会計補正予算（第２号）を議題に

供します。 

  本案について、理事者の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（佐藤信治君） 第２５号議案 令和３年６月２５日提出。 

  令和３年度府中町一般会計補正予算（第２号）。 

  令和３年度府中町の一般会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１億９１２万７，０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１９４億３，２２３万６，０００円と

する。 
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 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  （地方債の補正） 

 第２条 地方債の変更は、「第２表 地方債補正」による。 

                              府中町長 佐藤信治 

  補足説明は、財務部長が行います。よろしくお願いします。 

○議長（益田芳子君） 補足説明。 

  財務部長。 

○財務部長（胡子幸穂君） 財務部長です。 

  第２５号議案、令和３年度府中町一般会計補正予算（第２号）について、補足して

説明します。 

  それでは、第１条、歳入歳出予算の補正について、歳入歳出補正予算事項別明細書

により説明します。 

  ６ページをお願いします。 

  歳入です。 

  款 国庫支出金、項 国庫補助金、目 民生費国庫補助金、新型コロナウイルス感

染症セーフティネット強化交付金は、歳出、民生費に補正計上しています子育て世帯

生活支援特別給付金給付事業及び職員給与費事業（児童措置費）の特定財源で、

５，３５５万９，０００円の増額補正です。補助率は１０分の１０です。  

  目、衛生費国庫補助金、母子保健衛生費補助金は、歳出、衛生費に補正計上してい

ます母子保健一般事務事業の特定財源で、１６万４，０００円の増額補正です。補助

率は２分の１です。  

  目 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金、新型コロナウイルス感染

症対応地方創生臨時交付金は、８４６万円の増額補正です。この交付金は、新型コロ

ナウイルス感染拡大の防止及び感染拡大の影響を受けている地域経済・住民生活の支

援に資する事業を対象とする交付金です。総務費、民生費、衛生費、土木費及び消防

費に所要の事業費を計上しています。  

  なお、名称が長いため、これ以降はコロナ交付金と省略させていただきます。  

  項 国庫委託金、目 教育費委託金、子供の読書活動推進事業委託金は、歳出、教

育費に補正計上しています教育一般事務事業の特定財源で、１２万円の増額補正です。
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補助率は１０分の１０です。  

  ７ページです。  

  款 県支出金、項 県負担金、目 総務費県負担金、地籍調査事業負担金は、歳出、

総 務 費 に 補 正 計 上 し て い ま す 財 産 管 理 一 般 事 務 事 業 の 特 定 財 源 で 、 ７ ０ 万

６，０００円の増額補正です。負担率は４分の３です。  

  項 県補助金、目 民生費県補助金、子どもの予防的支援構築事業補助金は、歳出、

民 生 費 に 補 正 計 上 し て い ま す 子 ど も の 予 防 的 支 援 構 築 事 業 の 特 定 財 源 で 、

１，０３４万円の増額補正です。補助率は１０分の１０です。  

  目 教育費県補助金、教育支援体制整備事業費補助金は、歳出、教育費に補正計上

しています学校運営改善推進事業の特定財源で、６４万３，０００円の増額補正です。

補助率は１０分の１０です。  

  項 県委託金、目 総務費委託金、県民税徴収取扱費交付金は、歳出、総務費に補

正計上しています過誤納還付金事業の特定財源で、５９２万３，０００円の増額補正

です。委託割合は、県民税徴収金取扱割合によります。  

  ８ページです。  

  款 繰入金、項 基金繰入金、目 財政調整積立基金繰入金、財政調整積立基金か

らの繰入金は、本補正予算に必要な一般財源を措置するもので、１，９５１ 万

２，０００円の増額補正です。  

  款 諸収入、項 雑入、目 雑入、宝くじコミュニティ助成金は、３６０万円の増

額補正です。この助成金は、宝くじの社会貢献・広報事業として活力ある地域づくり

などに対し、一般財団法人自治総合センターから交付されるもので、助成率は１０分

の１０です。歳出、総務費の地域コミュニティ活動支援事業に所要の事業費を増額計

上しています。  

  款 町債、項 町債、目 民生債、ふれあい福祉センター改修等事業債は、歳出、

民生費に補正計上していますふれあい福祉センター改修等事業の特定財源で 、

６１０万円の増額補正です。起債充当率は９０％です。 

  ９ページから歳出です。 

  款 総務費、項 総務管理費、目 一般管理費、地域コミュニティ活動支援事業は、

３６０万円の増額補正です。町内会からの申請に基づき、一般財団法人自治総合セン

ターにコミュニティー活動備品の申請を行い、助成金の交付決定を受けたことから、
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町内会地域活動促進事業補助金を増額補正するものです。 

  補助対象は２つの町内会です。府中ニュータウン下区自治会に２５０万円、柳ヶ丘

第１町内会に１１０万円です。内容は、両団体とも、町内会集会所で使用する会議用

の机・椅子、パソコン等の備品となります。特定財源として、宝くじコミュニティ助

成金が全額充当されます。 

  目 財産管理費、財産管理一般事務事業は、９４万２，０００円の増額補正です。

県の地籍調査事業を活用し、町内の街区境界調査を行います。調査地区は本町一丁目

の一部で、主にくすのきプラザ周辺地区の境界調査を予定しています。特定財源とし

て、地籍調査事業費負担金が充当されます。 

  続いて、庁舎維持管理事業は、３８９万１，０００円の増額補正です。町内公共施

設に新型コロナウイルス感染症対策として、アクリルパーティションを設置します。

特定財源として、コロナ交付金を全額充当します。 

  目 諸費、過誤納還付金事業は、１，９２９万７，０００円の増額補正です。個人

町県民税及び法人町民税において、過年度分の歳出還付が発生したものです。内訳は、

外国との税条約による更正が２件、雑所得の申告年度の修正による更正が１件、法人

の決算による更正が１件です。特定財源として、個人町県民税の歳出還付に係る県民

税徴収取扱費交付金を充当します。 

  １０ページです。 

  款 民生費、項 社会福祉費、目 社会福祉施設費、ふれあい福祉センター改修等

事業は、６７９万６，０００円の増額補正です。ふれあい福祉センター２階事務室の

空調設備の更新を行うものです。 

  当該空調設備は、ふれあい福祉センター新築当時からのもので、設置から２４年が

経過しており、経年劣化による故障が発生しています。現在、室外機の中にある圧縮

機３台のうち１台が故障し、残りの２台で稼働している状態ですが、設備等が古く、

冷媒ガスの規格変更や部品の廃番などがあり、修繕では対応できないため、空調設備

を更新するものです。なお、特定財源として、ふれあい福祉センター改修等事業債を

充当します。  

  目、障害福祉費、地域生活支援事業は、２０万１，０００円の増額補正です。聴覚

障がい者の相談支援事業として、役場２階福祉課の窓口に手話通訳者を常時１名配置

していますが、新型コロナウイルス感染症等による緊急的な派遣依頼等の対応として、
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手話通訳者を増員し、体制強化を図るため増額補正するものです。特定財源として、

コロナ交付金を全額充当します。 

  １１ページです。 

  項  児 童 福 祉 費 、 目  児 童 福 祉 総 務 費 、 子 ど も の 予 防 的 支 援 構 築 事 業 は 、

１，０３４万円の増額補正です。この事業は、広島県のモデル事業として令和元年度

から開始したもので、子どもの育ちに関係する福祉や教育など様々な情報をＡＩを活

用してリスク予測を行い、その結果を参考にして、支援の必要性について関係する部

局・機関が連携して協議し、リスクを抱える子どもを多面的・継続的に支援すること

で児童虐待の未然防止を目指すもので、令和２年度にシステムを構築し、学校が運用

するシステムからのデータ出力を予定していましたが、出力項目の選定・調整等に時

間を要したため、令和２年度に予定していた第３期改修分の実施が令和３年度にずれ

込んだものです。 

  今回の改修により、ネウボラセンターのデータと合わせて、町内の中学生までのデ

ータが蓄積されます。特定財源として、子どもの予防的支援構築事業補助金が全額充

当されます。  

  目 児童措置費、職員給与費事業（児童措置費）は２９万５，０００円の増額補正

です。次の、子育て世帯生活支援特別給付金給付事業に係る職員の時間外勤務手当等

を計上しています。  

  続いて、子育て世帯生活支援特別給付金給付事業は、５，３２６万４，０００円の

増額補正です。新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中、国は、子育て

世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金として、低所得の子育て世帯に対し、子

ども１人当たり５万円を支給することを令和３年３月に決定しました。  

  このうち、独り親世帯については、先ほど報告第１０号で専決処分の承認をいただ

きました令和３年度一般会計補正予算（第１号）で予算措置を行い、令和３年４月分

の児童扶養手当受給世帯に対しては、既に支給を行っているところであります。  

  今回の補正では、対象者は、１、令和３年４月分の児童手当または特別児童扶養手

当の支給を受けている者のうち令和３年度分の住民税均等割が非課税の者、２、

１８歳年度末までの子（障がい児は２０歳未満）または令和３年４月以降、令和４年

２月末までに生まれる新生児、いずれかの養育者のうち令和３年度分の住民税均等割

が非課税の者または家計急変者で住民税均等割が非課税の者と同様と認められる者と
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なります。  

  対象児童は１，０２３人を見込み、１人５万円を支給するため、子育て世帯生活支

援特別給付金５，１１５万円を計上しています。また、事業を行うために必要なシス

テム改修費や通信運搬費、人件費等の事務費を合わせて計上しています。特定財源と

して、先の職員給与費事業（児童措置費）も合わせて、国庫補助金の新型コロナウイ

ルス感染症セーフティネット強化交付金が全額充当されます。  

  目 保育所費、保育所一般事務事業は、１４０万５，０００円の増額補正です。通

常業務に加え、入所選考に係るＡＩシステムの導入検討事務や保育所等の公募につい

て、その必要性も含めた検討事務が増えたことにより、業務量が増加していることか

ら、会計年度任用職員１名を雇用するものです。期間は８月から翌年３月までの８か

月間です。  

  １２ページです。  

  款  衛生費、項  保健衛生費、目  母子保健費、母子保健一般事務事業は、

３２３万２，０００円の増額補正です。会計年度任用職員の保健師１名と事務員１名、

合計２名を雇用するための人件費です。  

  保健師については、職員の産休・育休代替としての雇用です。また、事務員につい

ては、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため乳幼児教室などの事業をオンライン

で実施したり、幼児の健診を集団健診から個別健診に変更する等、個別での支援や相

談が増えている状態であることから、事務員１名を増員し、事務業務に係る保健師の

負担を減らすことで、個別支援体制の充実を図るものです。期間は、いずれも８月か

ら翌年３月までの８か月間です。特定財源として、保健師分については母子保健衛生

費補助金を充当し、事務員分については、感染症対策としてコロナ交付金を全額充当

します。  

 １３ページです。  

  款  土木費、項  都市計画費、目  公園費、公園維持管理事業は、２４３万

５，０００円の増額補正です。来場者の多い空城山公園施設内での密集した状況の分

散化を図るため、利用者が早朝や夜間にも利用できるよう、園路灯のＬＥＤ整備・増

設を図るものです。ウオーキング等の早朝・夜間における利用者の安全確保、健康増

進に寄与するもので、早朝や夕方以降も安心してウオーキング・ジョギング等の利用

が可能となるため、３密対策としてコロナ交付金を全額充当します。  
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  款 消防費、項 消防費、目 常備消防費、救急活動事業は、５２万８，０００円

の増額補正です。新型コロナウイルス感染症対策として、救急車内の換気・消毒が求

められているところですが、通常のアルコール消毒の場合、消毒後２時間の換気が必

要とされており、迅速な出動に支障が起こりかねません。そのため、運行中にも使用

可能で常時消毒状態が保てるオゾンガス発生装置を救急車２台に備え付けるため、増

額補正するものです。感染症対策としてコロナ交付金を全額充当します。  

  なお、当町の救急体制は３台体制プラス予備車１台で行っておりますが、当議会に

第３２号議案、財産の取得についてとして上程しております新しい救急車にも同様の

装置を整備して納車を受けることから、３台ともオゾンガス発生装置を整備した状態

となります。  

  １４ページです。  

  款 教育費、項 教育総務費、目 事務局費、教育一般事務事業は、１２万円の増

額補正です。国が実施する子供の読書活動推進事業において、府中町教育委員会の事

業計画が採択されたことから、補正計上するものです。  

  府中小学校をモデル校とし、ＩＣＴ機器を活用した読み聞かせ等を行います。特定

財源として、子供の読書活動推進事業委託金が全額充当されます。  

  続いて、学校運営改善推進事業は、６４万３，０００円の増額補正です。教育支援

体制整備事業費補助金を受け、非常勤講師を両中学校に配置し、個別に支援を行うこ

とにより学習意欲の向上と学力の定着を図るものです。県補助金が全額充当されます。  

  項 小学校費、目 学校管理費、小学校管理運営事業は、２１３万８，０００円の

増額補正です。府中南小学校については、当初、近隣の大型マンションの建設等の要

因もあり、児童数の増加とともにクラス数の増加が想定され、クラス数が２７クラス

以上の大規模校になることにより、県費の学校事務職員が２名配置されるものと見込

んでおりました。しかし、基準日のクラス数が２５クラスとなり、県費の学校事務職

員の配置が１名となったため、町費で１名分の会計年度任用職員（学校事務員）を措

置するものです。  

  次に、第２条、地方債の補正について、第２表、地方債補正により説明します。  

  ３ページを御覧ください。  

  変更です。  

  ふれあい福祉センター改修等事業の限度額は、補正前が３，４８０万円、補正後は
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４，０９０万円です。  

  起債の方法、利率、償還の方法については、いずれも変更ありません。  

  補足説明は以上です。よろしくお願いします。  

○議長（益田芳子君） ただいまの説明に対し、質疑を行いますが、質疑は歳出からペ

ージごとに行います。 

  まず、９ページについて質疑ございますか。 

  １１番寺尾議員。 

○１１番（寺尾光司君） ９ページの財産管理一般事務事業で街区境界調査の委託料を

補正で計上されているんですが、これは記憶によるところによると、４次総の前期計

画の中で行っていくという計画の調査と同じものかどうかということと、あと全町的

にこの街区境界調査いうのは行っていこうということでの第一弾という扱いでいいの

かということ、その全体的な計画を教えていただきたいということです。 

  それと、今回本町一丁目地区ということで選定された理由いうのを、ちょっと全体

的な計画とこの地区の選定理由を教えてください。 

○議長（益田芳子君） 答弁。 

  管財課長。 

○管財課長（宮迫五郎君） 管財課長です。ただいまの質問に対して答弁させていただ

きます。 

  まず、街区境界調査なんですけども、この街区境界調査については、国土調査法に

基づいて令和２年度に新設された項目です。そのため、府中町のほうで国土調査事業

１０か年計画というのが令和２年度から令和１１年度まで、第７次計画になるんです

が計画を立てております。この中で、以前は、当然街区調査という名称でなくて、官

民境界先行調査という名称で上がっておりました。今まで、平成２９年度に本庁、府

中町の役場をやっております。その後は災害関係がありまして、事業自体はちょっと

休止状態でした。で、令和３年、今年も県との打合せの中ではちょっと予算措置が難

しいということで見送る方針でいたんですが、令和２年度の先ほどの改定で、街区境

界調査という項目で補助対象になるということで、新しい枠ができましたので、その

枠を活用して令和３年度から再度再開できるという状況になりましたので、このたび

補正を出させていただいたものです。 

  以上です。 
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○議長（益田芳子君） 財務部長。 

○財務部長（胡子幸穂君） 財務部長です。 

  ちょっと補足なんですけれども、実は、平成２９年度に役場本庁舎の周りを先ほど

言いました官民境界調査をやっております。その次の平成３０年に、今度はくすのき

プラザの周りという予定だったのですが、平成３０年７月豪雨でそれが延期になって、

令和３年度に再開する運びになったというものです。 

  以上です。 

○議長（益田芳子君） １１番寺尾議員。 

○１１番（寺尾光司君） ありがとうございます。そういう計画があって進んでいたと

いうのは知りませんでしたので、そういった官民境界調査が計画的に進んでいくとい

うことで、もともと計画を持っていたという答弁でした。いうことで、今回再開され

るということですけど、ちょっとその今後の計画について概要を教えていただきたい

んですけど。 

○議長（益田芳子君） 管財課長。 

○管財課長（宮迫五郎君） 管財課長です。 

  今後の計画というのが、先ほど申しました第７期の計画にのっとって調査していく

話になるんですが、まずは主立ったところということで、公共施設を中心に今の計画

が成り立っております。第７期の１０か年計画においては、まず令和４年度が府中小

学校周辺、令和５年度は総社会館周辺、令和６年が南交流センター周辺、令和７年が

東小学校周辺、令和８年度が中央小学校周辺、令和９年が府中中学校周辺、令和

１０年が緑ケ丘中学校周辺、令和１１年が南公民館周辺という計画となっております

ので、この計画に基づいて計画を執行していきたいと思っております。  

  以上です。 

○議長（益田芳子君） ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、次に、１０ページで質疑ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、次に、１１ページで質疑ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、次に、１２ページで質疑ございますか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、次に、１３ページで質疑ございますか。 

  １１番寺尾議員。 

○１１番（寺尾光司君） １３ページの公園の維持管理事業で説明があった中で、空城

に、園路灯にＬＥＤ等を増設して早朝・夜間等のウオーキングができるようにという

説明があったんですけど、現在、空城は夜間は門を閉めてるんじゃないかなというふ

うに、利用時間が設定されていたような気がするんですけど、これによって、早朝・

夜間の利用時間が延びるんかどうかいうのをちょっと教えていただきたいんですが。 

○議長（益田芳子君） 維持管理課長。 

○維持管理課長（谷口洋二君） 維持管理課長です。 

  夜間は入り口は閉門しております。ですが、季節によりまして、夕方の夕暮れどき

とか薄暗いときに安全に利用者の皆さんがウオーキング等ができるように考えて設置

をするものです。 

  以上です。 

○議長（益田芳子君） １１番寺尾議員。 

○１１番（寺尾光司君） 閉門時間を変更するいうことですか。 

○議長（益田芳子君） 維持管理課長。 

○維持管理課長（谷口洋二君） 維持管理課長です。 

  利用時間は変更する予定はありません。 

  以上です。 

○議長（益田芳子君） ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、次に、１４ページで質疑ございますか。 

  ４番狩野議員。 

○４番（狩野雄二君） ４番狩野です。 

  学校運営改善推進事業で、両中学校に会計年度任用職員を採用されるということな

んですけど、具体的に、この非常勤講師の方というのは何を教えられる方になるんで

しょうか。お教えください。 

○議長（益田芳子君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（立花淑子君） 学校教育課長です。 
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  主に、理科や英語の授業に入っていただいて、一斉指導では理解の難しい生徒への

個別支援や理科実験の補助であるとか、英語でのやり取りの補助をしていただくよう

になります。 

  以上です。 

○議長（益田芳子君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

  １１番寺尾議員。 

○１１番（寺尾光司君） その次の小学校の管理運営事業に関してですが、小学校管理

運営事業は大規模校にならんかったんで町費の事務職員を設置するということだった

んですけど、昨年の１２月補正から、この４月の児童数・生徒数の増を見込んで手を

打っていったという記憶があるんですが、その結果どういう状況になったのかと、一

部では見込んだ数ほどいかなかったいうことですが、その計画と実際のギャップとい

うか、どういうふうな状況になってるかいうのを教えてください。 

○議長（益田芳子君） 教育委員会総務課長。 

○教育委員会総務課長（岩﨑雅男君） 教育委員会総務課長でございます。 

  町立学校の児童生徒数の推計につきましては、令和３年の１月に推計値を立てまし

て推計しているところです。その推計値と本年５月１日現在の実数との差ということ

ですけれども、まず、児童数につきましては、推計値よりも小学校５校で１５８人少

ないような状況がございます。それと、中学校につきましては、推計値と実数との差

は８６人ほど実数のほうが少ないというようなことになっております。 

  また、クラス数で申しますと、小学校５校では６クラスほど推計値よりも少なかっ

たということと、あと中学校では１クラスほど推計値より少なかったというような状

況でございます。 

  以上です。 

○議長（益田芳子君） ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、次に、歳入について質疑を行います。 

  ６ページから８ページの歳入について、一括で質疑ございますか。 

○議長（益田芳子君） １１番寺尾議員。 

○１１番（寺尾光司君）  ６ページのコロナ交付金の関係なんですけど、今回、
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８４６万円の補正ということでされているんですけど、町長の行政報告でもありまし

たように、まだ１億幾らか繰り越しているという話もあったんですけど、府中町に交

付される予定であと幾ら残っているのかというのを教えていただきたいのと、それと

一つ考え方として、補正でずっと対応するいう方法も確かにあるとは思うんですけど、

一括して予備費に上げるという方法は考えられないのかいうのは、ちょっとこれは財

政特有の考え方を教えてほしいということです。 

○議長（益田芳子君） 財政課長兼職次長。 

○財務部次長兼財政課長（中本孝弘君） 財務部次長です。 

  まず、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金、今年の枠的にはどれく

らいあるのかというところなんですけども、今日の冒頭で町長の報告でもありました

が、府中町への新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の配分額自体は、

５億８，０００万円ほどあります。そのうちの内訳として、令和２年度分として４億

３ ， ３ ７ ０ 万 円 余 り と い う こ と で 、 令 和 ３ 年 度 分 へ の 配 分 が 差 し 引 い た １ 億

５，０２０万円余りということになっております。その中の、１億５，０２０万円の

中で当初予算に計上しているものもございます。それと、専決でも承認いただきまし

た頑張る中小事業者の応援金として１，６６６万円、それと今回の本補正計上で充当

させていただくものを合わせて、残りが約１億１，０００万円という数字になります。 

  今後の計画なんですけども、国のほうに、内閣官房室のほうなんですけども、今か

ら３年度分の実施計画を提出するという計画になっております。その計画書を提出す

る期限が７月末ということになっておりますので、今取りまとめをやっている最中な

んですけども、そこで計画書に載せてある事業が基本的にコロナ交付金を充当できる

事業というふうになっております。  

  予備費の活用を検討しているかというお話なんですけども、予備費も、実は、既に

今年度も困窮世帯の女性への生理用品、これの助成を始めているんですけども、それ

は予備費を充当しております。それ以外でも、例えば中小事業者の応援金とかで予算

を超えるようなことがあれば予備費での対応ということを考えております。それ以外

では、基本的には、今からの９月補正とか１２月補正で議会の場でお示ししたものを

充当していくという形で考えております。  

  以上です。 

○議長（益田芳子君） ほかにございますか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、次に参ります。 

  ３ページの第２表、地方債補正について質疑ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、以上をもって質疑を終わります。 

  討論ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、お諮りします。 

  本案は、原案のとおり決したいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） 御異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決決定

いたしました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（益田芳子君） 次に参ります。 

  日程第９、第２６号議案、府中町税条例の一部改正についてを議題に供します。 

  本案について、理事者の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（佐藤信治君） 第２６号議案 令和３年６月２５日提出。 

  府中町税条例の一部改正について。 

  府中町税条例の一部を改正する条例を次のように定める。 

                              府中町長 佐藤信治 

  提案理由でございますが、地方税法等の一部を改正する法律（令和３年法律第

７号）の施行に伴い、条例の一部を改正するものでございます。 

  補足説明は、引き続き、財務部長が行います。よろしくお願いします。 

○議長（益田芳子君） 補足説明。 

  財務部長。 

○財務部長（胡子幸穂君） 財務部長です。 

  第２６号議案、府中町税条例の一部改正について、補足して説明します。 

  第２６号議案参考資料を御覧ください。 

  １、改正の趣旨です。 
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  地方税法等の一部を改正する法律の施行に伴い、府中町税条例の一部を改正するも

のです。 

  ２、改正事項の概要です。 

  まず、第１条による改正です。 

  （１）のア、個人の町民税の均等割の非課税、均等割の軽減及び所得割の非課税の

判定に用いる扶養親族の人数から国外に居住する３０歳以上７０歳未満の者を原則除

外するものです。 

  これは、令和２年度の税制改正において、令和５年分以後の所得税につき、扶養控

除における国外居住親族の取扱いの見直しが行われたことを踏まえたもので、令和

６年度分以後の個人の町民税について適用されます。 

  （２）個人の町民税における特定一般用医薬品等を購入した場合の医療費控除の特

例、いわゆるセルフメディケーション税制について、現状では令和３年１２月３１日

が適用期限となっておりますが、その適用期限を５年延長するものです。 

  （３）浸水被害防止・軽減のため、特定都市河川流域において雨水貯留浸透施設を

設置した場合、固定資産税の課税標準の特例率（軽減割合）を３分の１に定めるもの

です。 

  （４）平成３０年７月豪雨から２年を経過することから、令和３年３月３１日で適

用期限を迎える災害関連税制について、２年間引き続き被災住宅用地特例を延長する

こととし、その適用を受けようとする者がすべき申告等について定めるものです。 

  続いて、第２条による改正です。 

  （５）は、地方税法等の法律の改正に伴い、引用する条番号等の整理を行うもので

す。 

  ３、施行期日です。 

  施行期日は公布の日です。 

  ただし、（１）は令和６年１月１日、（２）は令和４年１月１日、（３）は特定都

市河川浸水被害対策法等の一部を改正する法律（令和３年法律第３１号）の施行日で

す。 

  ４、経過措置です。 

  （１）は、令和６年度以後の年度分の個人の町民税について適用し、令和５年度分

までの個人の町民税については、なお従前の例によります。 
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  （４）は、令和３年度以後の年度分の固定資産税について適用し、令和２年度分ま

での固定資産税については、なお従前の例によります。 

  補足説明は以上です。よろしくお願いします。 

○議長（益田芳子君） ただいまの説明に対し、質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

  １４番齋藤議員。 

○１４番（齋藤 昇君） １４番の齋藤ですが、ちょっと私これ理解できないんで、ち

ょっと具体的にお願いしたいと思います。 

  ２番の特定一般用医薬品などを購入した場合の医療費控除の特例（セルフメディケ

ーション税制）について、その適用期限を５年延長し、令和９年度分まですると、こ

れがちょっと理解できませんので具体的にお願いしたいんですが。 

  以上です。 

○議長（益田芳子君） 答弁。 

  税務課長。 

○税務課長（藤田正明君） 税務課長です。 

  セルフメディケーションについてですけども、普通、確定申告の場合にはかかった

医療費控除でされる方が多いんですけども、そこまで医療費がかかっていないという

方につきましては、適切な健康管理のもとで医療用医薬品からの代替を進める観点か

ら、健康の維持・増進及び疾病の予防への取組として一定の取組を行われている個人

が、一定の医薬品の購入をして健康管理を行っておられた場合に、その年中に支払っ

たその対価の額の合計額が１万２，０００円を超えるときは、その超える部分の金額

を総所得金額から控除できるという制度になります。 

  以上です。 

○議長（益田芳子君） よろしいですか。 

  １４番齋藤議員。 

○１４番（齋藤 昇君） １４番の齋藤なんですが、例えばワクチン注射を打って、い

わゆるある程度頭痛がしたと、それで長期間にわたってロキソニンとかそういった医

薬品を飲んだ場合にはそういったものが適用になるいうか、そういう具合に考えてい

いですかね。 

○議長（益田芳子君） 答弁。 
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  税務課長。 

○税務課長（藤田正明君） 税務課長です。 

  これは、ロキソニンとかどういう薬いうのはちょっとそこまで把握はしてないんで

すけども、日々の健康管理の中でかかった医薬品についての総額を控除するものにな

ります。 

  以上です。 

○議長（益田芳子君） 財務部長。 

○財務部長（胡子幸穂君） 財務部長です。 

  ちょっと補足をいたします。要は、病院代がたくさんかかる方というのは普通医療

費控除をされます。そこまで病院代かかってない方の中で、例えば健診とか人間ドッ

クで自分の健康管理をちゃんとやっておられる方について、普通のドラッグストアと

かで買う薬品について、その薬品代を医療費控除の代わりにできるというのがこのセ

ルフメディケーション税制、ワクチンとはちょっと関係ないです。普通の風邪薬です

とか、胃腸薬ですとか、そういうものについてもこのセルフメディケーション税制に

当たる薬が、多分販売するときに対象となりますみたいな形の表示がされておられる

と思います。 

  以上です。 

○議長（益田芳子君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、以上をもって質疑を終わります。 

  討論ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、お諮りします。 

  本案は、原案のとおり決したいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） 御異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決決定

いたしました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（益田芳子君） 次に参ります。 
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  日程第１０、第２７号議案、府中町手数料条例等の一部改正についてを議題に供し

ます。 

  本案について、理事者の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（佐藤信治君） 第２７号議案 令和３年６月２５日提出。 

  府中町手数料条例等の一部改正について。 

  府中町手数料条例等の一部を改正する条例を次のように定める。 

                              府中町長 佐藤信治 

  提案理由でございますが、デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関す

る法律（令和３年法律第３７号）の施行に伴い、条例の一部を改正するものでござい

ます。 

  補足説明は、町民生活部長が行います。よろしくお願いします。 

○議長（益田芳子君） 補足説明。 

  町民生活部長。 

○町民生活部長（金光一隆君） 町民生活部長です。 

  第２７号議案、府中町手数料条例等の一部改正について、補足して説明いたします。 

  第２７号議案参考資料を御覧ください。 

  １、改正の趣旨です。 

  デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律の施行に伴い、行政

手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律、いわゆる番号

利用法の改正により、府中町手数料条例等の一部を改正するものです。 

  ２、改正事項の概要です。 

  第１条による改正、府中町手数料条例の一部改正についてです。 

  番号利用法の改正により地方公共団体情報システム機構が、個人番号カードの発行

主体として手数料を徴収することが明確化されたため、個人番号カード交付等手数料

に係る規定を削除するものです。手数料の徴収主体は、府中町から地方公共団体情報

システム機構に変更となりますが、その徴収事務については、町が委託を受けるため、

窓口における手数料徴収業務は今までと変わりはありません。 

  続きまして、第２条による改正、府中町個人情報保護条例の一部改正及び第３条に

よる改正、府中町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正に
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ついては、いずれも法律の改正に伴い、引用する号番号等の整理を行うものです。 

  ３、施行期日は、改正法律の施行と同じ令和３年９月１日です。 

  説明は以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（益田芳子君） ただいまの説明に対し、質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、以上をもって質疑を終わります。 

  討論ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、お諮りします。 

  本案は、原案のとおり決したいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） 御異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決決定

いたしました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（益田芳子君） 次に参ります。 

  日程第１１、第２８号議案、府中町国民健康保険税条例及び府中町介護保険条例の

一部改正についてを議題に供します。 

  本案について、理事者の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（佐藤信治君） 第２８号議案 令和３年６月２５日提出。 

  府中町国民健康保険税条例及び府中町介護保険条例の一部改正について。 

  府中町国民健康保険税条例及び府中町介護保険条例の一部を改正する条例を次のよ

うに定める。 

                              府中町長 佐藤信治 

  提案理由でございますが、新型コロナウイルス感染症に係る国民健康保険税及び介

護保険料の減免の申請の特例を令和３年度も継続するため、条例の一部を改正するも

のであります。 

  補足説明は、財務部長が行います。よろしくお願いします。 

○議長（益田芳子君） 補足説明。 
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  財務部長。 

○財務部長（胡子幸穂君） 財務部長です。 

  第２８号議案、府中町国民健康保険税条例及び府中町介護保険条例の一部改正につ

いて、補足して説明します。 

  第２８号議案参考資料を御覧ください。 

  このたびは、府中町国民健康保険税条例と府中町介護保険条例の２つの条例を同一

の趣旨により改正する必要がありますので、１本の改正条例で２つの条例を改正する

ものです。 

  １、改正の趣旨です。 

  新型コロナウイルス感染症の影響による国民健康保険税及び介護保険料の減免申請

の特例を令和３年度も継続するため、条例の一部を改正するものです。 

  ２、改正事項の概要です。 

  国民健康保険税及び介護保険料の減免につきましては、条例において、災害その他

特別な理由がある場合に、納期限等までに減免申請をしなければならない旨が規定さ

れています。 

  昨年度、新型コロナウイルス感染症の影響により一定程度収入が減少した者が、令

和２年２月１日から令和３年３月３１日までの間に、納期限が設定されている令和元

年度分、令和２年度分の国民健康保険税または介護保険料の減免を受けようとする場

合においては、その申請期限の特例を設け、遡及適用を可能とする条例改正を行った

ところです。  

  そのことを踏まえまして、昨年度実施した、国民健康保険税及び介護保険料の減免

申請の特例を、令和４年３月３１日までの間に納期限が設定されている令和３年度分

までに延長するものです。  

  また、長期化する新型コロナウイルス感染症の影響により、国が定める減免基準に

該当する者については、国民健康保険税または介護保険料の減免を行った場合には、

国費・県費による財政支援が令和３年度も講じられることとなり、申請期限が過ぎて

いる場合においても、遡って減免を行うことが可能とされました。  

  当町におきましても、この特例措置を適用するために本改正を行うものです。  

  ３、施行期日は公布の日ですが、改正後の規定は令和３年４月１日から適用します。  

  補足説明は以上です。よろしくお願いします。 
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○議長（益田芳子君） ただいまの説明に対し、質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

  ２番宮本議員。 

○２番（宮本 彰君） ２番宮本です。 

  改正概要のところなんですけども、新型コロナウイルス感染症の影響により一定程

度収入が下がったというふうにあるんですけども、具体的に、どのような規定になっ

ておるか教えていただければと思います。 

○議長（益田芳子君） 税務課長。 

○税務課長（藤田正明君） 税務課長です。 

  収入の減少についてですけれども、令和２年中、１月から１２月までの収入と、今

回令和３年の収入が１０分の３以上減少するような方が該当になります。 

  以上です。 

○議長（益田芳子君） ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、以上をもって質疑を終わります。 

  討論ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、お諮りします。 

  本案は、原案のとおり決したいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） 御異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決決定

いたしました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（益田芳子君） ここで休憩を取りたいと思います。１４時２０分まで休憩とい

たします。休憩。 

（休憩 午後 ２時０７分） 

 

（再開 午後 ２時２０分） 

○議長（益田芳子君） 休憩中の議会を再開します。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
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○議長（益田芳子君） 日程第１２、第２９号議案、府中町交通安全対策会議条例の一

部改正についてを議題に供します。 

  本案について、理事者の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（佐藤信治君） 第２９号議案 令和３年６月２５日提出。 

  府中町交通安全対策会議条例の一部改正について。 

  府中町交通安全対策会議条例の一部を改正する条例を次のように定める。 

                              府中町長 佐藤信治 

  提案理由でございますが、交通安全対策会議の委員構成を変更するため、条例の一

部を改正するものでございます。 

  補足説明は、町民生活部長が行います。よろしくお願いします。 

○議長（益田芳子君） 補足説明。 

  町民生活部長。 

○町民生活部長（金光一隆君） 町民生活部長です。 

  第２９号議案、府中町交通安全対策会議条例の一部改正について、補足して説明い

たします。 

  第２９号議案参考資料を御覧ください。 

  １、改正の趣旨です。 

  交通安全対策会議の委員構成を変更するため、条例の一部を改正するものです。 

  ２、改正事項の概要です。 

  府中町交通安全対策会議は、府中町交通安全計画の作成や陸上交通の安全に関する

総合的な施策の企画に関する審議を行い、その施策等の実施を推進することを目的と

して、設置していますが、昨今の経済社会情勢の変化等に伴い、交通事業を取り巻く

環境も変化していることから、委員の構成区分ごとの定数を廃止し、地域の交通実態

に即した委員の構成ができるよう改正するものです。  

  また、交通施策はこれからも重要性を増すことから、定数の上限を１１人から

１５人とし、町内で交通安全運動に関わっておられる地域の方々から助言をいただく

ため、構成区分に町長が必要と認めた者を新たに加えるものです。  

  ３、施行期日は公布の日です。  

  補足説明は以上です。よろしくお願いいたします。 
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○議長（益田芳子君） ただいまの説明に対し、質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

  ９番梶川議員。 

○９番（梶川三樹夫君） この会議は、大体年に１回とか年に何回とかそういう間隔で

やっておられるんでしょうか。会議の何回やってるかという、お願いします。 

○議長（益田芳子君） 自治振興課長兼職次長。 

○生活環境部次長兼自治振興課長（谷口充寿君） 自治振興課長兼職次長でございます。 

  ただいま会議の開催件数ということでお話がございましたが、実は、今回第１１次

の府中町交通安全計画を策定するに当たりまして、この条例の一部改正ということで

させていただいたんですが、この会議は今まで開催したことがございません。今回、

改めてこの計画を策定するに当たりまして、先ほど御説明しましたように、社会情勢、

そういったものを踏まえてこの会議を開催する必要があるんではないかということで

整理をさせていただこうということでございます。 

  以上でございます。 

○議長（益田芳子君） ほかにございますか。 

  ６番田中議員。 

○６番（田中伸武君） それに関してですけども、町長の裁量で柔軟性をもって委員さ

んを選ぶということでそれはいいと思います。具体的に、例えばその昨今の交通情勢

を勘案したり、あるいは今後新しい会議を開くに当たって、例えばこんな関係者を入

れたいんだとか、あるいは具体的に誰とは言わんでもいいですけど、こういう方面を

入れようと、それによって新しい計画を立てるんだという方針があったら教えてくだ

さい。 

○議長（益田芳子君） 自治振興課長兼職次長。 

○生活環境部次長兼自治振興課長（谷口充寿君） 自治振興課長兼職次長でございます。 

  こちらも、先ほど部長のほうから御説明させていただきましたが、今回新たに前各

号に掲げる者のほか、町長が必要と認めて委嘱し、または任命する者ということを加

えさせていただいております。こちらにつきましては、交通安全推進隊とか、地域で

実際に見守りをしていただいとる方、そういった生の御意見をお聞きしたいというこ

とで委員の構成に入れることのできる可能性を含めて今回こういうふうな改正にさせ

ていただきました。 
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  以上でございます。 

○議長（益田芳子君） ほかにございますか。 

  １４番齋藤議員。 

○１４番（齋藤 昇君） １４番齋藤なんですが、一応、今地域安全推進委員とか、さ

っき言われた推進隊、これをちょっと教えてもらいたいんですがね。地域安全推進委

員のほうは、僕６年間やらせてもらったんで分かるんですが、推進隊のほうのちょっ

とどういういわゆる状況かいうのを教えてください。 

○議長（益田芳子君） 自治振興課長兼職次長。 

○生活環境部次長兼自治振興課長（谷口充寿君） 自治振興課長兼職次長でございます。 

  推進隊はその名前が示すとおり、交通安全に対して、例えば朝児童が歩道等で安全

に渡っているかということの交通整理をしたり交通事故防止のための運動を行う、そ

ういった方々でございまして、町内に数名がということで活動していただいている方

でございます。  

  以上でございます。  

○議長（益田芳子君） １４番齋藤議員。 

○１４番（齋藤 昇君） それは、いわゆる町内いうか、町が認めた方なんですかね。

その辺りがちょっと僕もよう分からんのですが、町内会じゃないはずですから。ちょ

っとその辺り僕も理解できないいうか、地域安全推進委員の場合はよく分かるんです

が。 

○議長（益田芳子君） 自治振興課長兼職次長。 

○生活環境部次長兼自治振興課長（谷口充寿君） 自治振興課長兼職次長でございます。 

  交通安全推進隊はあくまでも民間のボランティアさんでやっていただいておるとい

うことで、町内のそういった交通安全に対する取組を率先してしていただいてる方と

いうことでございます。 

  以上でございます。 

○議長（益田芳子君） よろしいですか。 

  ２番宮本議員。 

○２番（宮本 彰君） ２番宮本です。 

  具体的に、この安全対策会議というのは、例えばどこかに横断歩道つけてほしいと

かいうようなことを検討されるとか、そういうふうなことでよろしいんですかね。 
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○議長（益田芳子君） 自治振興課長兼職次長。 

○生活環境部次長兼自治振興課長（谷口充寿君） 自治振興課長兼職次長でございます。 

  内容としましては、ちょっと抽象的な表現ではございますが、第４次総合計画に掲

げております交通安全対策を推進し、交通事故死亡者を減少させるとともに、交通事

故発生件数の減少や負傷者数を減少させる取組、町民を交通事故の脅威から守ること

を目標に掲げた取組を積極的にやるということの内容になっております。ですから、

今おっしゃいましたようなことも当然のことながら含まれてくるというふうに思って

おります。 

  以上でございます。 

○議長（益田芳子君） ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、以上をもって質疑を終わります。 

  討論ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、お諮りします。 

  本案は、原案のとおり決したいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） 御異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決決定

いたしました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（益田芳子君） 次に参ります。 

  日程第１３、第３０号議案、工事請負契約の締結についてを議題に供します。 

  本案について、理事者の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（佐藤信治君） 第３０号議案 令和３年６月２５日提出。 

  工事請負契約の締結について。 

  次の工事の契約を締結することについて、議会の議決に附すべき契約及び財産の取

得又は処分に関する条例（昭和３９年条例第２５号）第２条の規定により議会の議決

を求める。 

                              府中町長 佐藤信治 
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  提案理由でございますが、地方自治法第９６条第１項第５号の規定により条例で定

める契約を締結するためでございます。 

  補足説明は、建設部長が行います。よろしくお願いします。 

○議長（益田芳子君） 補足説明。 

  建設部長。 

○建設部長（井上貴文君） 建設部長です。 

  第３０号議案、工事請負契約の締結について補足して説明します。 

  第３０号議案参考資料を御覧ください。 

  工事名は、みくまり三丁目地区急傾斜地崩壊対策工事です。 

  工事場所は、府中町桜ケ丘。 

  契約金額は、４，０５９万円。 

  契約の相手方は、東広島市西条御条町４番８号 ジーエム建設株式会社でございま

す。 

  仮契約日は、令和３年４月２８日。 

  工期は、議会の議決のあった日の翌日から令和４年２月２８日まででございます。 

  工事概要について御説明します。 

  次のページのＡ３の参考資料を御覧ください。 

  本工事は、令和２年７月豪雨災害により広島県が指定したみくまり三丁目地区土砂

災害警戒区域内において、崩壊したのり面を復旧する工事で、国庫補助採択を受けて

おります。 

  平面図を御覧ください。 

  工事内容は、崩壊したのり面と周辺のり面に崩壊対策工として、吹付法枠工

４６８平方メートル、落石防護柵工３６メートルを施工するものです。 

  補足説明は以上です。よろしくお願いします。 

○議長（益田芳子君） ただいまの説明に対し、質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

  １１番寺尾議員。 

○１１番（寺尾光司君） １１番寺尾です。 

  この急傾斜地の崩壊対策事業というのは、去年の予算の繰越しも入ってるのではな

いかと思うんで、ちょっとその去年の繰越費も合わせて今回発注するのかどうなのか
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いう確認を１点と、それと、全体的に言えばかなり金額的には安く落ちてるんですけ

れど、去年の７月災害での復旧工事ということですが、この工事範囲はこれで全てな

のか、これからさらに１期、２期ということで復旧場所が増えていくとか、計画的に

今後追加でやっていくようなところなのかどうかというちょっと２点ほどお願いいた

します。 

○議長（益田芳子君） 都市整備課長。 

○都市整備課長（礒亀 智君） 都市整備課長でございます。寺尾議員の御質問につい

て、御答弁させていただきます。 

  まず、この工事が昨年度の繰越しかという御質問につきましてですけれども、この

工事は昨年度の繰越し工事となっております。先ほど財務部長のほうからも説明があ

りましたが、昨年度の設計のほうが境界確認の関係で遅れまして、それに合わせて工

事のほうも繰り越しております。 

  もう一つの質問で、これが工事として全てかという御質問ですけれども、今、建設

部長が説明した工事内容が全てで、今年度で工事は完了する予定でございます。  

  説明は以上です。 

○議長（益田芳子君） ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、以上をもって質疑を終わります。 

  討論ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、お諮りします。 

  本案は、原案のとおり決したいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） 御異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決決定

いたしました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（益田芳子君） 次に参ります。 

  日程第１４、第３１号議案、工事請負契約の締結についてを議題に供します。 

  本案について、理事者の説明を求めます。 

  町長。 
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○町長（佐藤信治君） 第３１号議案 令和３年６月２５日提出。 

  工事請負契約の締結について。 

  次の工事の契約を締結することについて、議会の議決に附すべき契約及び財産の取

得又は処分に関する条例（昭和３９年条例第２５号）第２条の規定により議会の議決

を求める。 

                              府中町長 佐藤信治 

  提案理由でございますが、地方自治法第９６条第１項第５号の規定により条例で定

める契約を締結するためでございます。 

  補足説明は、引き続き、建設部長が行います。よろしくお願いします。 

○議長（益田芳子君） 補足説明。 

  建設部長。 

○建設部長（井上貴文君） 建設部長です。 

  第３１号議案、工事請負契約の締結について補足して説明します。 

  次のページの第３１号議案参考資料を御覧ください。 

  工事名は、府中小学校体育館等改修工事。 

  工事場所は、府中町本町二丁目１５番２号の府中小学校でございます。  

  契約金額は、９，２１８万円。  

  契約の相手方は、広島市西区竜王町５番１５号 宮本塗装工業株式会社です。  

  仮契約日は、令和３年５月３１日。  

  工期は、議会の議決のあった日の翌日から令和３年１２月２８日まででございます。 

  それでは、工事概要について説明します。 

  次のページのＡ３の参考資料、工事概要説明書のほうを御覧ください。 

  本工事は、令和２年度の維持保全計画に基づいて公共施設維持保全事業として実施

をするものです。 

  左下の配置図に赤で着色しております、府中小学校の体育館及び特別教室棟につい

て、屋根防水と外壁塗装及び改修を行うものです。 

  体育館、特別教室棟とも屋根防水、外壁塗装を行い、併せて一部躯体劣化部分の改

修とコンクリートの剥落防止対策を実施し、建物の長寿命化を図るものでございます。 

  右側の図面を御覧ください。 

  施工面積は、体育館の屋根防水改修が約１，６２０平方メートル、外壁改修が約
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１，２１０平方メートル、特別教室棟の屋根防水改修が約７８０平方メートル、外壁

改修が約１，６１０平方メートルとなっています。 

  説明は以上です。よろしくお願いします。 

○議長（益田芳子君） ただいまの説明に対し、質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

  １１番寺尾議員。 

○１１番（寺尾光司君） 府中小学校の特別教室棟と体育館の屋根と外壁の塗装という

ことですが、一応、工期が年内という設定になってますが、子どもへの授業の支障が

ないような対策を取られるとは思うんですけど、どういった対策を取られるのかとい

うのをちょっと、子どもへの影響を、支障が出ないような方法をどういうふうにされ

るのかというのを教えてください。 

○議長（益田芳子君） 答弁。 

  建築課長兼職次長。 

○建設部次長兼建築課長（川口正幸君） 建設部次長です。 

  一応、夏休みのほうで着工いたしまして、音の出る作業とかそういうものをできる

だけやりたいというふうに考えております。ただ、夏休みだけでは期間が足りません

で、残る工事に関しては土日を活用して、平日は音の出ないような作業を中心に施工

してまいりたいと思っております。 

  以上です。 

○議長（益田芳子君） ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、以上をもって質疑を終わります。 

  討論ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、お諮りします。 

  本案は、原案のとおり決したいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） 御異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決決定

いたしました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
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○議長（益田芳子君） 次に参ります。 

  日程第１５、第３２号議案、財産の取得についてを議題に供します。 

  本案について、理事者の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（佐藤信治君） 第３２号議案 令和３年６月２５日提出。 

  財産の取得について。 

  議会の議決に附すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例（昭和３９年条例

第２５号）第３条の規定により、次のとおり財産を取得することについて議会の議決

を求める。 

                              府中町長 佐藤信治 

  提案理由でございますが、地方自治法第９６条第１項第８号の規定に基づく条例で

定める財産の取得をするためでございます。 

  補足説明は、消防長が行います。よろしくお願いします。 

○議長（益田芳子君） 補足説明。 

  消防長。 

○消防長（新宅和彦君） 消防長です。 

  第３２号議案、財産の取得について補足して説明いたします。 

  第３２号議案参考資料を御覧ください。 

  取得する財産ですが、災害対応特殊救急自動車（高規格救急自動車）１台です。 

  購入金額は、１，８８９万４，９２０円。 

契約の相手方は、広島市西区三篠町三丁目１４番１７号 広島日産自動車株式会社

です。 

  この車両は、救急４号車の更新車両であり、また緊急消防援助隊の登録車両とする

ものです。 

  財産取得に関する仮契約の概要ですが、指名競争入札にて執行し、本年５月１８日

に仮契約を締結しております。納入期限につきましては、令和４年３月３１日として

おります。 

  取得財産の明細ですが、シャシーは、高規格救急自動車専用シャシーで日産キャラ

バンです。乗車定員は７人、排気量２，５００ｃｃのガソリン車でオートマチックの

４輪駆動車です。 
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  充当財源は、充当率１００％の地方債、緊急防災・減災事業債を見込んでいます。 

  補足説明は以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（益田芳子君） ただいまの説明に対し、質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

  １０番西議員。 

○１０番（西 友幸君） 普通の救急車とどこがどのように違うのか、そこらをちょっ

と説明していただけますか。 

○議長（益田芳子君） 警防課長。 

○警防課長（松田和将君） 警防課長です。 

  こちらの今回購入する救急車ですけども、災害対応特殊救急自動車、こちらですけ

ども、救急隊員の行う応急処置等の基準に定める応急処置を行うために必要な構造及

び設備を有する４輪駆動のものであります。 

  救急救命士が行う救命処置に必要な資機材を搭載し、気管挿管や薬剤投与などの特

定行為を実施するスペースが確保された高機能・高性能な救急車です。従来型に比べ、

排気量が大きく、室内で救急隊員が立ったまま処置が行える広さを有しております。

また、ベッドがスライドするので、患者の左右・両側から処置が行えるような設備に

なっております。 

  以上です。 

○議長（益田芳子君） ほかにございますか。 

  ９番梶川議員。 

○９番（梶川三樹夫君） ちょっと聞き逃したかもしれないんですけど、古い救急車が

駄目になったからこれを替えるのか、また１台増えたのかちょっと聞きたいと思いま

す。 

○議長（益田芳子君） 警防課長。 

○警防課長（松田和将君） 警防課長です。 

  今回の購入に際して、府中町消防本部では救急車を４台所有しております。実動車

は１号車から３号車まで、４号車は予備車として備えております。今回は、その４号

車、予備車の替わりに新しい救急車を購入するようにしております。 

  以上です。 

○議長（益田芳子君） ほかにございますか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、以上をもって質疑を終わります。 

  討論ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、お諮りします。 

  本案は、原案のとおり決したいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） 御異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決決定

いたしました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（益田芳子君） 次に参ります。 

  日程第１６、第３３号議案、財産の取得についてを議題に供します。 

  本案について、理事者の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（佐藤信治君） 第３３号議案 令和３年６月２５日提出。 

  財産の取得について。 

  議会の議決に附すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例（昭和３９年条例

第２５号）第３条の規定により、次のとおり財産を取得することについて議会の議決

を求める。 

                              府中町長 佐藤信治 

  提案理由でございますが、地方自治法第９６条第１項第８号の規定に基づく条例で

定める財産の取得をするためでございます。 

  補足説明は、消防長が行います。よろしくお願いします。 

○議長（益田芳子君） 補足説明。 

  消防長。 

○消防長（新宅和彦君） 消防長です。 

  第３３号議案、財産の取得について補足して説明いたします。 

  第３３号議案参考資料を御覧ください。 

  取得する財産は、高度救命用資機材一式です。 

  購入金額は、１，９５８万円。 
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契約の相手方は、広島市中区上幟町１１番３号の日本船舶薬品株式会社広島営業所

です。 

  この資機材は、第３２号議案で取得する高規格救急自動車に積載するものです。 

  財産取得に関する仮契約の概要ですが、指名競争入札にて執行し、本年５月１８日

に仮契約を締結しております。納入期限につきましては、令和４年３月３１日として

おります。 

  取得財産の明細ですが、気道確保用資機材一式、ビデオ喉頭鏡、自動体外式除細動

器、輸液用資機材、血中酸素飽和度測定器、心電計、自動心臓マッサージシステム、

携帯型酸素セット、スクープストレッチャ、バックボード、各種固定具、その他救

急・救命用資機材です。資機材は、国が示す高度救命用資機材の基準を満たす仕様で

す。 

  充当財源は、充当率１００％の地方債、緊急防災・減災事業債を見込んでいます。 

  補足説明は以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（益田芳子君） ただいまの説明に対し、質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

  １４番齋藤議員。 

○１４番（齋藤 昇君） ここの取得財産の明細の中で、９番のスクープストレッチャ

とあるんですが、これは普通のストレッチャとは違うんですかね。ちょっとお願いい

たします。 

○議長（益田芳子君） 警防課長。 

○警防課長（松田和将君） 警防課長です。 

  先ほどのスクープストレッチャの説明ですけども、このスクープストレッチャは傷

病者の方を動かさずにそのまますくうことができるようなものになっております。い

つものストレッチャとは違います。 

  説明は以上です。 

○議長（益田芳子君） １０番西議員。 

○１０番（西 友幸君） 現状でですね、消防のことはめったに聞くことはないもんで、

救命士さんが府中町の消防のほうに何名いらっしゃるんでしょうか。 

○議長（益田芳子君） 警防課長。 

○警防課長（松田和将君） 警防課長です。 
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  今現在、救命士のほうは１８名となっております。 

  以上です。 

○議長（益田芳子君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

  ４番狩野議員。 

○４番（狩野雄二君） ４番狩野です。 

  ちょっとお聞きするんですけど、今回の資機材というのは、先ほど３２号議案の高

規格救急車に備え付けになるという話で、この装備というのは全て国の基準を満たし

ている製品がつくと、一番この時期に買うんで、恐らく日進月歩の技術の中で最新の

ものがつくと思うんですけど、そのつける救急車というのは予備車に回すと言われた

と思うんですけど、最新のものであればその予備車じゃなしに通常の、最新の車で最

新の装備がついとるものを通常使われるやつに回してとか、何かそういうような考え

はないんですかね。何か、最新のを買うのに予備車になるというのがちょっともった

いないなと思ったんで質問させていただきました。 

○議長（益田芳子君） 警防課長。 

○警防課長（松田和将君） 警防課長です。 

  すみません、先ほどの説明が私の不足だったようですけども、今回購入する救急車

が出動車の１号車のほうになります。予備車の替わりに購入しますけども、現在の

１号車の替わりに新しい救急車を、今の１号車、２号車が次の２号車、３号車になり

ます。で、３号車が予備車に替わり、予備車は廃車となります。 

  以上です。 

○議長（益田芳子君） ほかにございますか。 

  １１番寺尾議員。 

○１１番（寺尾光司君） ちょっと私のほうから、今ちょっと狩野議員のほうからも指

摘があったんですが、新しい救急車が更新されるということなんで、資機材も高規格

救急車の対応するものが入るということなんですが、５年ぶりの更新になるんか、い

うことでちょっと資機材もグレードがアップしているのがあるのかどうか、ちょっと

新しい、これまだ入ってないもので今回新たに入れようとする資機材があるのか、先

ほども補正予算で何かオゾン発生装置を入れるというような話があったと思うんです

が、要は、今回の更新に当たって新たにどういうグレードアップする、そういうもの



- 77 - 

があればお知らせをしていただきたいと。 

○議長（益田芳子君） 警防課長。 

○警防課長（松田和将君） 警防課長です。 

  先ほどの高度救命資機材、今回の車両に入れる資機材に関しては、新たに高度なも

のとか新しいものというのはありません。さらに新しいものと言えば、先ほどの説明

にもありましたようにオゾン発生装置、こちらが今回購入する救急車に新しく備え付

ける資機材であります。 

  以上です。 

○議長（益田芳子君） ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、以上をもって質疑を終わります。 

  討論ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、お諮りします。 

  本案は、原案のとおり決したいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） 御異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決決定

いたしました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（益田芳子君） 次に参ります。 

  日程第１７、第３４号議案、町道路線の認定についてを議題に供します。 

  本案について、理事者の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（佐藤信治君） 第３４号議案 令和３年６月２５日提出。 

  町道路線の認定について。 

  次の道路を町道の路線として認定したいので道路法（昭和２７年法律第１８０号）

第８条第２項の規定により議会の議決を求める。 

                              府中町長 佐藤信治 

  提案理由でございますが、町道と町道を結ぶ道路で、一般の用に供しており、災害

時には緊急避難路としての役割を担うことができ、公共的生活道としての性格と目的
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を有するものであり、町において維持管理をする必要があるためでございます。 

  補足説明は、建設部長が行います。以上です。 

○議長（益田芳子君） 補足説明。 

  建設部長。 

○建設部長（井上貴文君） 建設部長です。 

  第３４号議案、町道路線の認定について補足して説明します。 

  次のページを御覧ください。 

  町道路線の認定については、道路法第８条第２項の規定により議会の議決を求める

ものでございます。 

  次のページの位置図を御覧ください。 

  赤色部分がこのたび町道路線の認定を行う山田３７号線でございます。 

  提案理由です。 

  この道路は、町道山田１５号線と引地公園を結ぶ、延長が６８．６メートル、幅員

が４．２メートルの道路で、一般の交通の用に供しており、公共的生活道としての性

格と目的を有し、町道編入基準を満たしております。 

  また、当該道路用地は、令和２年３月２６日に土地所有者から寄附を受けており、

公共性の高い生活道路として、町道の認定をお願いするものでございます。 

  説明は以上です。よろしくお願いします。 

○議長（益田芳子君） ただいまの説明に対し、質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

  １１番寺尾議員。 

○１１番（寺尾光司君） １１番寺尾です。 

  ここは、引地公園のちょうど入り口の道路になると思うんですが、これは従前から

道路形態はあったとは思うんですが、それが今回新たに、里道はあったと思うんです

が、このたび町道認定基準に合致したという意味なんですか。これまでは、町道認定

基準に合わなかったから認定されなくて、今回合致したということなら、どういう条

件が変わったのかいうのをちょっと説明をもう少ししてもらえませんか。 

○議長（益田芳子君） 維持管理課長。 

○維持管理課長（谷口洋二君） 維持管理課長です。 

  寄附を頂いたということです。 
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  以上です。 

○議長（益田芳子君） 建設部長。 

○建設部長（井上貴文君） 建設部長です。 

  たった今維持管理課長が補足しましたけども、現状として、公共的な生活道として

利用されとる中に里道もございました。で、今回里道の横にある所有者の方から寄附

の申出があり、町道として認定を行うというふうに御理解いただければと思います。 

  以上です。 

○議長（益田芳子君） ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、以上をもって質疑を終わります。 

  討論ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） なければ、お諮りします。 

  本案は、原案のとおり決したいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） 御異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決決定

いたしました。 

  ここでお諮りいたします。 

  本日はこれをもって散会としたいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（益田芳子君） 御異議なしと認めます。よって、本日はこれをもって散会とし、

次回は６月２８日午前９時３０分から会議を開きます。御苦労さまでございました。 

（散会 午後 ２時５８分） 


